
一．

本
稿
は
、
本
居
宣
長
門
下
の
国
学
者
（
国
語
学
者
）
と
し
て
知
ら
れ
る
鈴

木
朖
（
一
七
六
四
―
一
八
三
七
）
が
著
し
た
『
論
語
参
解
』
十
巻
を
翻
刻
し
、

こ
れ
に
注
を
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
翻
刻
は
、
明
治
七
年
木
版
本
（
大
阪
府

立
図
書
館
蔵
）
を
底
本
と
し
て
い
る
。

一．

原
則
と
し
て
漢
字
は
当
用
漢
字
を
用
い
、
音
訓
の
読
み
の
指
示
を
省
略
し

た
。
句
読
点
は
、
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。

一．

注
は
、
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
―
一
七
二
八
）
の
『
論
語
徴
』
を
一
つ
の

中
心
に
置
き
、
そ
の
批
判
・
継
承
の
解
釈
史
に
お
け
る
『
論
語
参
解
』
の
特

色
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
努
め
た
が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
諸
家
の
注

を
も
参
照
し
た
。

学
而
第
一

篇
首
ノ
詞
ヲ
取
テ
篇
ニ
名
ケ
テ
、
二
十
篇
ト
シ
タ
ル
ハ
、
論
語
ノ
旧
也
、
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朖
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参
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（
一
）

田
　
尻
　
祐
一
郎

十
巻
ト
シ
タ
ル
ハ
、
後
世
ノ
事
ナ
リ
（
１
）

一．子
ノ

曰
ク

、孔
子
ト
イ
ハ
ザ
ル
ハ
、
門
弟
子
ド
チ
内
輪
ノ
詞
也
（
２
）

学ン
テ而

時ヲ
以習
フレ

之
ヲ

、
不
ニ
亦
説
一
乎

オ
ム
カ
シ
カ
ラ、

学
ブ
ハ
、
師
ニ
ツ
キ
テ
詩
書
六
芸
ヲ
学
ブ
也
（
３
）
、
習

フレ
之

ヲ
ハ
、
学
ヒ
タ
ル
事
ヲ

習
ヒ
熟
ス
ル
也
、
或
ハ
学
友
ヲ
相
手
ニ
f
、
講
習
討
論
シ
、
或
ハ
我
ヒ
ト

リ
思
惟
工
夫
・
研
究
練
磨
ス
ル
、
皆
習
之
也
、
時
ヲ
以
テ
ハ
、
可

キレ
然

ル
時
ヲ

以
テ
也
、
是
ニ
二
ツ
ノ
意
ア
ル
ベ
シ
、
一
ツ
ニ
ハ
不

ルレ
失
二
其

　
ハ
ヅ
サ
　
　時
ヲ一

ナ
リ
、
二
ツ

ニ
ハ
不

ルレ
犯

サ二
非
時

ヲ一
也
、
行

ヒ
ノ
余
力
、
ア
タ
ラ
閑
暇
無
事
ノ
時
ニ
、
無
益
ノ
ワ

ザ
ニ
カ
ゝ
リ
、
又
ハ
怠
惰
放
逸
ニ
f
、
学
業
ヲ
オ
ロ
ソ
カ
ニ
ス
ル
ハ
、
是

ソ
ノ
時
ヲ
失
ハ
ヅ
ス
也
、
父
兄
ヘ
ノ
勤
メ
ヲ
闕
キ
、
又
ハ
職
分
家
業
ヲ
ス
テ
ゝ
学



習
ニ
ハ
マ
ル
、
コ
レ
非
時
ヲ
犯
ス
也
（
４
）
、
説
オ
ム
カ
シ
ハ
、
道
ヲ
学
ビ
芸
ヲ
習
ヒ
見

レ
バ
、
其
貴
ク
有
ガ
タ
ク
、
深
キ
味ハ

ヒノ
有
ニ
感
心
f
面
白
ク
思
ハ
ル
ゝ
g

也
、
古
来
ヨ
ロ
コ
バ
シ
ト
訓ヨ

ム
g
、
コ
ゝ
ニ
テ
ハ
叶
ハ
ザ
ル
故
ニ
、
新
ニ

訓ヨ
ミ

ヲ
付
カ
ヘ
タ
リ
、
不
二
亦
説
一
乎
ト
云
語
意
ハ
、
世
ニ
ハ
面
白
キ
事
サ
マ
ザ

マ
ア
レ
d
、
何
ト
是
モ
亦
面
白
ク
ハ
ア
ル
マ
ジ
ヤ
ト
云
意
也
、
下
ノ
二
ツ

コ
レ
ニ
准
ズ
ベ
シ
（
５
）

○
サ
テ
是
二
句
ハ
、
学
問
修
行
ノ
時
ノ
心
ヲ
言
リ

有
レ
朋
自
二
遠
方
一
来
、
不
二
亦
楽
一
乎
、

是
二
句
ハ
人
ヲ
教
ル
時
ノ
コ
ゝ
ロ
也
（
６
）
○
学
業
習
熟
シ
テ
、
道
芸
ノ
聞
エ
高

キ
時
ハ
、
孔
子
ノ
門
人
ニ
モ
、
子
夏
子
貢
ハ
衛
人
、
子
張
ハ
陳
人
ナ
ル
ガ

如
ク
、
遠
方
ヨ
リ
慕
ヒ
来
リ
学
ブ
者
ア
ル
、
ソ
レ
ハ
門
弟
子
ナ
ル
ヲ
、

朋
ト
云
ハ
、
朋
友
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
、
タ
ゞ
同
類
ノ
意
ナ
リ
（
７
）

、
易
ニ
曰
ク
、
同

声
相
応

シ
、
同
気
相
求

ム
、
水

ハ
流

レレ
湿

ニ
、
火

ハ
就

キレ
燥

ニ
、
雲

ハ
従

ヒレ
龍

ニ
、
風

ハ
従
レ
虎

ニ
、
則
各
従
二

其
類

ニ一
也
ト
イ
ヘ
リ

（
８
）

、
楽
シ
ハ
心
面
白
キ
也
、
孟
子

ニ
曰

ク
、
君
子

ニ
有
二
三

ノ
楽
一
、
云

云
得

テ二
天
下
之
英
才

ヲ一
而
教
二
育ス

ル之
一
、
三
ノ
楽
也

（
９
）

人
不

fレ
知
而
不
レ
慍
、

イ
キ
ト
ホ
ラ
　不

二
亦
君
子ナ

ラ一
乎

世
ノ
人
君
、
又
ハ
卿
相
ノ
人
h
、
我
ガ
材
能
ヲ
知
リ
用
ル
g
ナ
ケ
レ
d
、

鬱
憤
ニ
思
ハ
ザ
ル
ハ
、
君
子
ノ
心
ナ
リ

（
10
）

、
君
子
ト
ハ
、
身
柄
ヲ
以
テ
人
柄

ニ
タ
ト
ヘ
タ
ル
名
目
也
、
貴
人
、
上
臈
、
大
身
、
大
名
、
ナ
ン
ド
イ
ハ

ル
ゝ
身
柄
ニ
、
相
応
シ
タ
ル
人
柄
心
バ
エ
ノ
人
ヲ
云

（
11
）

○
君
子
ノ
心
バ
エ
ニ

ナ
ル
g
ハ
難
ケ
レ
ド
モ
、
学
問
ヲ
ダ
ニ
心
ガ
ク
ル
時
ハ
、
思
ハ
ズ
知
ズ
其

場
ニ
到
ラ
ル
ゝ
也
、
其
故
ハ
、
学
ブ
時
ノ
心
ハ
、
ヒ
タ
ス
ラ
ニ
古
ヲ
慕
ヒ
、

道
芸
ノ
深
キ
味
ヒ
ヲ
オ
ム
カ
シ
ミ
テ
余
念
ナ
ク
、
学
ビ
得
タ
ル
道
ヲ
人
ニ

教
ヘ
テ
人
材
ヲ
取
立
ル
時
ハ
、
其
心
面
白
キ
g
、
花
紅
葉
ノ
ナ
ガ
メ
ニ
モ

マ
サ
リ
、
鳥
ケ
モ
ノ
ヲ
畜
ヒ
、
木
草
ヲ
種
ル
楽
ミ
ノ
及
ブ
所
ニ
ア
ラ
ズ
、

サ
レ
バ
世
中
ノ
心
ナ
キ
人
h
ニ
知
ラ
レ
ズ
ト
テ
、
慍
ル
暇
ハ
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
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ナ
キ
也
、
是
ヲ
命
ヲ
知
ル
君
子
ノ
心
ト
云
、
命
ハ
天
命
ニ
テ
、
天
ノ
神
慮

也
、
人
ニ
知
ラ
ル
ゝ
ハ
、
道
ヲ
此
世
ニ
行
ヘ
ト
ノ
天
命
也
、
人
知
サ
ル
ハ
、

道
ヲ
イ
ヨ
j
k
明
ラ
メ
修
シ
テ
、
人
ニ
モ
教
ヘ
テ
、
用
ヒ
ラ
ル
ゝ
時
ヲ
待

ベ
シ
ト
云
神
慮
也
、
ソ
レ
ヲ
シ
ラ
デ
慍
ル
ハ
、
神
慮
ニ
サ
カ
ラ
ヒ
、
命
ヲ

知
ザ
ル
小
人
也

（
12
）

○
サ
レ
バ
学
而
不
レ
厭

ハ
、
誨

テレ
人
、
不
レ
倦
ハ

（
13
）

、
孔
子
ノ
ミ
ヅ
カ

ラ
一
生
ノ
業
ト
f
、
人
ニ
モ
コ
レ
ヲ
勧
メ
ラ
レ
シ
所
也
、
此
章
ノ
趣
即
是

也
（
14
）

、
不
レ
厭
ハ
説
オ
ム
カ
シ
キ
ニ
ヨ
リ
、
不
レ
倦
ハ
楽
シ
キ
ニ
因
レ
リ

（
１
）
前
漢
の
初
期
に
は
、
魯
論
二
十
篇
、
斉
論
二
十
二
篇
、
お
よ
び
孔
子

旧
宅
の
壁
中
か
ら
出
た
と
さ
れ
る
古
論
二
十
一
篇
が
あ
っ
た
が
、
前
漢
の

末
期
、
張
禹
が
魯
論
を
中
心
に
し
て
二
十
篇
の
定
本
を
作
っ
た
。
後
漢
の

鄭
玄
（
一
二
七
―
二
〇
〇
）
が
こ
れ
に
注
を
与
え
、
魏
の
何
晏
（
一
九
〇

―
二
四
九
）
が
鄭
玄
を
含
め
た
諸
家
の
注
を
集
め
て
『
論
語
集
解
』
十
巻

を
ま
と
め
た
。
江
戸
時
代
前
期
の
中
国
典
籍
の
解
説
書
で
あ
る
『
四
部
要

弁
』（
元
禄
十
・
一
六
九
七
年
刊
）
は
、
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て

い
る
。「
サ
テ
漢
志
ニ
所
謂

ル
漢
オ
コ
リ
テ
斉
論
ト
魯
論
ト
ノ
説
ア
リ
。
…

…
張
禹
モ
ト
魯
論
ヲ
授
ケ
、
斉
論
ヲ
講
ズ
。
後

チ
遂
ニ
合
セ
テ
是
ヲ
考
ヘ
…

…
魯
論
二
十
篇
ニ
従
テ
定
ル
g
ヲ
ス
。
是
ヲ
張
侯
論
ト
号
ス
。
当
世
コ
レ

ヲ
重
ン
ズ
。
…
…
漢
ノ
末
、
鄭
玄
、
張
侯
論
ヲ
モ
ツ
テ
本
ト
シ
、
斉
論
古

論
ヲ
参

シ
ヘ
考

ヘ
テ
是

レ
カ
註
ヲ
ツ
ク
ル
。
魏
ノ
…
…
何
晏
、
又
集
解
ツ
ク
ル
。

其
ノ

後
諸
儒
多
ク
是
ヲ
註
シ
、
斉
論
遂
ニ
亡
テ
、
古
論
ハ
コ
レ
ヨ
リ
先
ニ
師

説
ナ
シ
。
…
…
今
ノ
論
語
ハ
、
後
漢
ノ
鄭
玄
字
ハ
康
成
カ
考
ヘ
訂
シ
タ
ル

也
。」

（
２
）
孔
子
を
「
子
」
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
門
人
た
ち
の
「
内
輪
ノ
詞
」

と
し
て
の
こ
と
だ
と
す
る
朖
の
理
解
は
、
魯
の
歴
史
書
『
春
秋
』
が
、
国

（81）



内
向
け
の
語
法
（「
内
辞
」）
と
し
て
魯
侯
を
「
公
」
と
し
た
こ
と
に
倣
っ

た
の
だ
と
す
る
徂
徠
を
受
け
て
い
る
。「
子
為
二
男
子
美
称
一
、
…
…
論
語
称
二

孔
子
一
去
レ
姓
、
如
三
春
秋
公
二
魯
侯
一
、
内
辞
也
」（『
論
語
徴
』）

（
３
）
目
的
語
を
示
さ
ず
に
、
た
だ
「
学
」
と
い
う
時
は
、「
先
王
の
道
」
を

学
ぶ
こ
と
、
具
体
的
に
は
詩
書
礼
楽
を
学
び
士
と
し
て
の
徳
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
指
し
て
い
て
、
一
般
的
に
学
ぶ
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な

い
と
す
る
徂
徠
の
理
解
を
基
本
的
に
継
い
で
い
る
。「
学
二
農
圃
一
、
学
二
射
御
一
、

亦
皆
言
レ
学
、
而
単
言
レ
学
者
、
学
二
先
王
之
道
一
也
、
…
…
順
二
先
王
詩
書
礼
楽
一
以

造
レ
士
、
是
也
」（『
論
語
徴
』）。
た
だ
、
徂
徠
が
強
調
す
る
「
先
王
之
道
」

の
契
機
は
、
こ
の
章
の
朖
の
解
釈
か
ら
は
落
と
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）「
時
ヲ
以
」
て
習
う
と
訓
読
し
て
、「
職
分
家
業
」
を
な
お
ざ
り
に
し

て
学
習
に
は
ま
る
こ
と
の
非
を
説
く
朖
の
解
釈
に
は
、
町
人
の
心
得
を
平

易
に
示
し
た
教
訓
書
『
町
人
嚢
ぶ
く
ろ

』（
享
保
四
・
一
七
一
九
年
刊
）
の
次
の

一
節
な
ど
と
共
通
の
発
想
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
町
人
も
学
問
は
な

く
て
叶
は
ざ
る
物
な
り
。
さ
り
な
が
ら
学
問
の
致
し
や
う
に
て
、
身
の
徳

共
な
り
、
又
損
と
も
な
る
べ
し
。
…
…
悪あ
し

く
学
び
ぬ
れ
ば
、
少
く
学
び
ぬ

る
は
少
し
き
害
と
な
り
、
広
く
学
び
て
は
大
な
る
害
と
な
る
べ
し
。
…
…

町
人
の
子
に
生
れ
て
町
人
の
家
職
を
い
や
し
み
い
と
ひ
、
父
母
の
家
を
出

て
、
一
向
仕
官
俸
禄
の
望
み
有
て
の
学
問
な
ら
ば
、
其
主
意
既
に
道
理
に

た
が
へ
り
。
学
問
の
本
意
に
は
あ
ら
ず
。」『
町
人
嚢
』
を
著
し
た
西
川
如

見
（
一
六
四
八
―
一
七
二
四
）
は
、
天
文
暦
学
に
詳
し
く
、
地
球
説
を
唱

え
、
ま
た
外
国
地
誌
を
学
ん
で
『
華
夷
通
商
考
』
を
著
し
た
長
崎
の
学
者

で
あ
り
、
儒
学
を
木
下
順
庵
（
一
六
二
一
―
一
六
九
八
）
の
門
人
か
ら
学

ん
だ
。

（
５
）「
オ
ム
カ
シ
カ
ラ
ズ
ヤ
」
と
い
う
訓
読
は
、
朖
の
独
創
で
あ
る
。「
オ

ム
カ
シ
」
と
い
う
形
容
詞
は
、
う
れ
し
い
・
お
も
し
ろ
い
と
い
っ
た
意
味

で
、
そ
の
語
源
と
し
て
は
、
オ
モ
ム
カ
シ
（
面
向
か
し
）
の
縮
約
か
ら
き

た
と
も
、
ウ
ム
カ
シ
（
慶
し
）
が
転
じ
た
と
も
さ
れ
て
い
る
（『
日
本
国

語
大
辞
典
』）。「
オ
ム
カ
シ
カ
ラ
ズ
ヤ
」
と
訓
ま
せ
た
朖
の
解
釈
の
内
容

は
、
春
台
の
そ
れ
の
延
長
上
に
あ
る
と
し
て
よ
い
。
春
台
は
、「
説
（
悦
）」

を
「
愉
快
」
の
こ
と
と
し
た
が
、
そ
れ
は
、
最
初
は
思
う
よ
う
に
い
か
な

い
「
業
」
が
、
習
熟
に
つ
れ
て
次
第
に
渋
滞
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、

作
為
的
な
計
ら
い
な
し
に
自
然
の
ま
ま
に
「
業
」
を
成
し
て
、
伸
び
や
か

で
満
た
さ
れ
た
境
位
に
達
し
て
味
わ
う
「
愉
快
」
で
あ
っ
た
。「
悦
者
、

愉
快
之
意
也
、
凡
学
者
之
於
レ
業
也
、
始
者
苦
二
其
難一レ
能
、
習
之
熟
、
則
唯
其

心
之
所
レ
欲
レ
為
、
若
レ
左
若
レ
右
、
無
レ
所
二
渋
滞
一
、
及
二
其
習
之
益
熟
一
、
則
業
与
レ
己
為
レ

一
、
無
心
為
レ
之
、
而
自
然
能
レ
之
、
此
謂
三
習
慣
若
二
自
然
一
、
学
而
至
レ
此
、
不
二
亦

愉
快
一
乎
、
皇
侃
以
為
二
懐
抱
欣
暢
之
謂
一
、
得
之
」（『
論
語
古
訓
外
伝
』）。
春

台
の
い
う
「
愉
快
」
は
、
芸
事
の
習
得
の
よ
う
な
場
面
を
想
像
さ
せ
る
。

「
詩
書
六
芸
」
を
学
び
「
習
ヒ
熟
ス
ル
」
に
つ
れ
て
「
深
キ
味ハ

ヒノ
有
ニ
感

心
」
す
る
と
こ
ろ
に
到
達
す
る
、
そ
の
時
の
「
面
白
」
い
と
い
う
興
趣
の

こ
と
だ
と
す
る
朖
の
着
眼
が
、
春
台
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。

（
６
）
同
学
の
者
が
集
う
こ
と
の
楽
し
み
と
い
う
解
釈
を
斥
け
る
の
で
あ
り
、

門
人
教
育
の
楽
し
み
の
こ
と
だ
と
し
た
徂
徠
を
継
い
で
い
る
。「
朋
、
党

類
、
謂
二
従
レ
我
游
者
一
也
、
…
…
我
教
而
育
レ
之
、
亦
以
二
在
レ
我
者
一
已
」（『
論
語
徴
』）

（
７
）
朖
が
「
朋
」
を
「
同
類
」
と
し
た
の
は
、
朱
熹
『
論
語
集
註
』
の

「
朋
、
同
類
也
」
を
意
識
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
内
容
上
の
連
続
性

は
な
い
。
朱
熹
の
捉
え
た
「
同
類
」
は
、「
理
義
」
が
自
ら
に
内
在
し
て

あ
る
こ
と
を
自
覚
し
た
者
同
士
の
結
び
付
き
（
連
帯
感
情
）
を
根
底
に
も
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つ
が
、
朖
の
い
う
「
同
類
」
は
、「
道
芸
ノ
聞
エ
高
キ
」
人
物
の
周
囲
に
、

多
彩
な
人
材
が
各
地
か
ら
游
学
し
て
集
ま
っ
て
く
る
、
そ
の
集
合
を
指
し

て
い
る
。「
同
門
」
よ
り
広
い
集
合
を
「
同
類
」
と
捉
え
た
の
だ
と
す
る

春
台
の
や
や
屈
折
し
た
朱
熹
理
解
を
継
い
で
、
あ
え
て
朱
熹
の
注
を
受
け

た
の
か
も
し
れ
な
い
。「
問
曰
、
朋
字
、
春
秋
公
羊
伝
云
、
同
門
曰
レ
朋
、

包
注
依
レ
之
、
朱
熹
曰
、
朋
、
同
類
也
、
今
子
不
レ
従
二
古
訓
一
而
取
二
朱
注
一
、
何
也
、

答
曰
、
同
門
曰
レ
朋
、
固
古
訓
也
、
然
君
子
名
成
而
人
欽
二
慕
之
一
者
、
皆
同
好

者
也
、
自
二
遠
方
一
来
者
、
必
与
レ
之
同
類
者
也
、
何
必
同
門
乎
、
朱
熹
改
レ
之
、

是
也
、
…
…
要
レ
之
同
門
狭
、
同
類
広
、
余
故
従
二
朱
注
之
広
一
爾
」（『
論
語
古

訓
外
伝
』）

（
８
）『
易
経
』
乾
卦
・
文
言
伝

（
９
）『
孟
子
』
尽
心
下
篇

（
10
）「
人
不
知
」
を
、
為
政
者
か
ら
登
用
さ
れ
な
い
こ
と
だ
と
す
る
朖
の
理

解
は
、
徂
徠
に
よ
っ
て
い
る
。「
人
不
知
、
謂
レ
不
レ
見
レ
用
二
於
世
一
也
、
慍
、
謂
二

心
有
一レ所
二
怫
鬱
一
」（『
論
語
徴
』）。
こ
う
し
た
理
解
は
、
徂
徠
・
春
台
を
は
じ

め
亀
井
南
冥
『
論
語
語
由
』
な
ど
徂
徠
派
に
は
共
通
し
て
い
た
が
、
一
方

で
強
い
反
論
を
招
い
た
。
大
坂
の
懐
徳
堂
の
朱
子
学
者
・
中
井
竹
山
（
一

七
三
〇
―
一
八
〇
四
）
は
、
自
分
の
政
治
的
才
能
を
認
め
ら
れ
な
い
と
い

う
ケ
ー
ス
を
も
含
み
な
が
ら
、
よ
り
広
く
、
他
者
や
世
間
か
ら
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
と
す
べ
き
で
「
人
」
を
「
為
政
者
」
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
置
き
換

え
て
し
ま
う
徂
徠
の
強
引
さ
を
批
判
し
て
い
る
。「
人
字
所
レ
該
広
矣
、
凡

対
レ
我
者
、
皆
人
也
、
従
二
朱
注
一
、
則
在
上
之
人
、
亦
在
二
其
中
一
矣
、
…
…
徂
徠

特
以
レ
人
為
二
在
上
之
人
一
、
…
…
其
為
二
無
稽
之
説
一
、
甚
矣
」（『
非
徴
』）。
竹
山

は
、
師
で
あ
る
五
井
蘭
洲
（
一
六
九
七
―
一
七
六
二
）
の
著
し
た
『
論
語

徴
』
批
判
の
書
『
非
物
篇
』
を
正
編
と
し
、
自
ら
の
『
非
徴
』
を
そ
の
続

編
と
し
て
併
せ
て
刊
行
し
（
天
明
四
・
一
七
八
四
年
）、
朱
子
学
の
側
か

ら
の
反
撃
を
試
み
た
。

（
11
）
朖
は
、
君
子
を
「
人
柄
心
バ
エ
」
に
お
い
て
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、

「
徳
」
に
注
目
す
る
徂
徠
と
微
妙
な
差
異
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
君
子
、
治
レ
民
者
之
称
、
包
二
大
夫
以
上
一
、
雖
レ
在
レ
下
、
其
徳
足
二
以
長一
レ民
、
亦

謂
二
之
君
子
一
也
」（『
論
語
徴
』）。
徂
徠
は
、
天
子
・
諸
侯
は
世
襲
で
あ
る
が
、

大
夫
・
士
は
、「
先
王
の
道
」
を
学
ん
で
「
徳
」
を
体
得
し
た
者
が
任
じ

ら
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。

（
12
）
こ
の
章
に
い
う
君
子
を
、「
知
命
」
と
い
う
問
題
と
の
関
係
か
ら
読
も

う
と
す
る
の
が
徂
徠
の
特
色
で
あ
り
、
朖
も
こ
れ
を
継
い
で
い
る
。
徂
徠

は
、
士
が
「
先
王
の
道
」
を
学
ん
で
「
徳
」
を
体
得
す
る
の
は
、
登
用
さ

れ
て
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
で
あ
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
登
用

さ
れ
ず
、
素
志
を
か
な
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
は
「
命
」
で
あ

っ
て
、
そ
の
時
に
は
「
教
学
」
を
も
っ
て
憂
い
を
忘
れ
る
の
だ
と
理
解
し

た
。「
士
学
二
先
王
之
道
一
以
成
レ
徳
、
将
三
以
用
二
於
世
一
、
然
人
不
レ
知
而
不
二
我
用
一
也
、

其
心
豈
莫
レ
所
二
怫
鬱
一
乎
、
為
レ
下
者
之
情
為
レ
然
、
然
亦
有
レ
命
焉
、
行
二
先
王
之
道

於
世
一
、
命
也
、
伝
二
先
王
之
道
於
人
一
、
命
也
、
唯
命
不
レ
同
、
於
二
是
時
一
教
学
以

為
レ
事
、
籍
以
忘
レ
憂
、
其
心
莫
レ
有
レ
所
二
怫
鬱
一
、
豈
不
三
以
為
二
君
子
之
人
一
乎
」。
徂

徠
の
描
く
こ
う
し
た
君
子
の
「
命
」
へ
の
随
順
の
背
景
に
は
、「
天
」
に

対
す
る
深
い
畏
敬
が
あ
っ
た
。「
蓋
先
王
之
道
、
敬
レ
天
為
レ
本
、
礼
楽
刑
政
、

皆
奉
二
天
命
一
以
行
レ
之
、
故
知
レ
命
安
レ
分
、
為
二
君
子
之
事
一
矣
」「
聖
人
之
道
、
敬
レ

天
為
レ
本
、
故
君
子
貴
レ
知
レ
命
」（『
論
語
徴
』）。
徂
徠
は
こ
う
し
て
、
敬
天
―

知
命
を
主
題
に
す
え
て
「
人
不
知
不
慍
…
…
」
を
読
ん
だ
わ
け
だ
が
、
春

台
は
、
敬
天
―
知
命
に
一
言
も
ふ
れ
て
い
な
い
。
朖
は
徂
徠
的
な
主
題
を

再
び
前
面
に
押
し
出
し
た
（
こ
の
点
、
南
冥
も
同
じ
）
と
い
え
る
が
、
徂
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徠
の
「
天
」
に
代
え
る
に
「
神
」
を
も
っ
て
し
、「
天
命
」
を
「
神
慮
」

と
し
て
、
徂
徠
の
枠
組
み
を
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
章
を
「
知

命
」
と
結
び
付
け
て
解
釈
し
よ
う
と
す
る
発
想
は
、
程
門
の
游
定
夫
な
ど

に
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
朱
熹
は
、
こ
れ
を
高
踏
に
過
ぎ
る
解
釈
だ
と
し
て

厳
し
く
斥
け
て
い
る
（『
論
語
或
問
』）。
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、

春
台
に
は
、
朱
熹
の
游
定
夫
批
判
に
共
感
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

（
13
）『
論
語
』
述
而
篇

（
14
）
古
注
・
新
注
と
も
に
、
こ
の
章
を
孔
子
個
人
の
生
涯
に
重
ね
る
こ
と

を
せ
ず
に
、
ど
こ
ま
で
も
学
問
論
と
し
て
読
も
う
と
す
る
。
こ
の
点
、
仁

斎
・
徂
徠
が
共
に
孔
子
個
人
の
姿
を
重
ね
、
孔
子
の
生
き
方
を
読
み
取
ろ

う
と
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
朖
の
場
合
も
、
同
じ
で

あ
る
。「
此
夫
子
自
言
二
其
意
中
之
事
一

、
以
勧
レ
人
也
」（『
論
語
古
義
』）。「
孔

子
以
レ
此
自
処
、
亦
以
勧
レ
人
、
此
章
之
義
也
」（『
論
語
徴
』）

二．有
子
曰
、

名
ハ

若
、
孔
子

ノ
弟
子

其
為
タ
ル
　gレ

人
也
孝
弟ニ

f、

親
ニ
孝
行
ニ
、
兄
ニ
対
f
弟
ラ
シ
ク
ス
ル
人
ナ
リ

而
好

ムレ
犯 g

ヲレ
上

ヲ
者

ハ
鮮

シ
矣
、

上
ト
ハ
、
君
ヨ
リ
以
下
ス
ベ
テ
頭
立
タ
ル
人
ヲ
云
、
犯
ス
ハ
慮
外
ヲ
働
キ
、

ス
ベ
テ
上
ヲ
ハ
ゞ
カ
ラ
ヌ
シ
ワ
ザ
ヲ
ス
ル
ヲ
云

不
fレ

好
マレ

犯
ヲ
gレ

上
ヲ

、
而
好

ムレ
作 g

ヲレ
乱

ヲ
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同
士
討
ヲ
シ
、
謀
反
ヲ
企
テ
、
民
ナ
レ
ハ
一
揆
ヲ
起
ス
類
ヲ
云
（
１
）

者
ハ

、
未
二
之
有
一
也
、

サ
レ
バ
上
タ
ル
人
、
先
其
身
ニ
孝
弟
ヲ
敦ア
ツ

ク
行
ウ
テ
、
サ
テ
政
務
ノ
筋
ニ

モ
、
是
ヲ
肝
要
ト
心
ニ
シ
メ
テ
執
行
フ
時
ハ
、
下シ
モ

コ
レ
ニ
化
f
、
孝
弟
ノ

風
俗
ニ
ナ
ル
ベ
シ
、
然
ル
時
ハ
上
ヲ
犯
ス
者
鮮
ク
、
乱
ヲ
作
ス
者
絶
エ
テ
、

君
ハ
上
ニ
安
ク
、
俗
ハ
下
ニ
美
ニ
f
、
国
ヨ
ク
治
マ
ル
ベ
シ
ト
也
（
２
）

○
孔
子

ノ
教
ヘ
孝
弟
ヲ
肝
要
ト
セ
リ
、
又
文
行
忠
信
ノ
四
教
ト
云
g
ア
リ
（
３
）

、
其
中

ニ
行
ト
ハ
、
身
ヲ
修
ル
徳
行
ノ
学
問
ナ
リ
、
忠
ト
ハ
、
国
ヲ
治
ル
政
事
ノ

心
得
ニ
f
、
後
世
ニ
イ
フ
経
済
ノ
学
問
ナ
リ
、
風
ヲ
移
シ
俗
ヲ
易
ル
g（
４
）、

経
済
ノ
大
体
也
、
是
章
コ
レ
マ
デ
孝
弟
ノ
国
ヲ
治
ル
政
事
、
経
済
ノ
方
ニ

肝
要
タ
ル
g
ヲ
明
シ
、
此
次
ニ
ハ
身
ヲ
修
ム
ル
徳
行
ノ
方
ニ
モ
本
ヨ
リ
先

務
タ
ル
g
ヲ
述
タ
リ
（
５
）

君
子

ハ
務

ムレ
本

ヲ
、

万
事
ニ
本
末
ア
リ
、
君
子
ハ
本
タ
ル
身
分
ユ
ヱ
ニ
、
君
子
ノ
徳
ア
ル
人
ハ

物
事
ノ
根
本
ヲ
心
カ
ケ
テ
務
ル
ナ
リ
、
小
人
ハ
末
h
ノ
身
分
ユ
ヱ
ニ
小
人

ノ
徳
ア
ル
者
ハ
物
事
ノ
末
ニ
心
カ
ク
ル
ト
同
ジ
コ
ト
ワ
リ
ナ
リ
（
６
）

本
立

テ
而
道
生
、

根
本
サ
ヘ
タ
シ
カ
ニ
立
チ
定
マ
ル
時
ハ
末
h
ノ
道
筋
ハ
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
其
中

ヨ
リ
湧
テ
出
ル
ナ
リ
、
草
木
ノ
根
本
カ
レ
ザ
ル
時
ハ
、
枝
葉
オ
ノ
ヅ
カ
ラ

生
ズ
ル
ガ
ゴ
ト
シ

孝
弟
也
者

ハ
、
其

レ
為ル

ノレ
仁

ヲ
之
本
与

仁
ハ
、
人
也
ト
古
ク
釈
セ
リ
（
７
）

、
人
ヲ
愛
シ
、
人
ヲ
養
ヒ
人
ヲ
利
益
シ
人
ヲ

安
ン
ズ
ル
徳
ニ
テ
徳
行
ノ
大
宗
ナ
リ
、
サ
テ
其
人
ト
云
ニ
親
シ
キ
疎
キ
遠

キ
近
キ
ノ
別
チ
又
我
ト
遇ア
ヒ

初ソ
ム

ル
先
後
ノ
順
ア
リ
、
然
ル
ニ
親
兄
弟
ヨ
リ
親

シ
ク
近
ク
先サ
キ

ナ
ル
ハ
ナ
シ
、
其
親
兄
弟
ニ
仁
ヲ
施
ス
ヲ
孝
弟
ト
云
ヒ
孝
友

（78）
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（
５
）
こ
の
章
を
前
後
二
段
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
題
を
「
政
事
・
経
済
」

と
「
身
ヲ
修
ム
ル
徳
行
」
に
当
て
る
と
い
う
理
解
は
、
朖
に
独
特
の
も
の

で
あ
る
。
徂
徠
は
、
全
体
を
統
治
論
・
仁
政
論
と
し
て
読
ん
で
、
前
後
に

主
題
を
配
当
す
る
と
い
う
見
方
を
し
な
い
。
春
台
や
南
冥
も
、
ま
た
同
じ

で
あ
る
。

（
６
）
こ
こ
に
い
う
君
子
を
「
身
分
」
の
視
点
か
ら
捉
え
る
の
は
、
徂
徠
派

に
共
通
の
発
想
で
あ
る
。「
君
子
務
レ
本
、
有
司
務
レ
末
、
所
レ
職
殊
也
」（『
論

語
徴
』）。『
論
語
』
冒
頭
の
章
に
続
く
も
の
と
し
て
、
こ
の
章
も
学
問
論

と
し
て
読
ま
れ
て
き
た
か
ら
、
統
治
や
身
分
と
い
う
契
機
は
、
従
来
の
解

釈
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
７
）「
仁
者
、
人
也
」（『
中
庸
』、『
中
庸
章
句
』
の
分
章
で
は
第
二
十
章
）

（
８
）「
仁
」
と
「
孝
弟
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
体
―
用
、
性
―
情
、

未
発
―
已
発
と
い
う
枠
組
み
か
ら
理
解
し
よ
う
と
す
る
朱
子
学
の
主
張
を

め
ぐ
り
議
論
の
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
朖
は
、
朱
子
学
の
発
想
を
採

ら
な
い
が
、
ま
た
徂
徠
の
解
釈
と
も
異
な
る
方
向
を
示
し
て
い
る
。
徂
徠

は
、「
君
子
務
レ
本
、
本
立
而
道
生
」
を
有
子
が
引
い
た
古
語
だ
と
し
た
上

で
、「
安
民
」
を
果
た
す
べ
き
仁
政
と
し
て
仁
を
理
解
し
、
孝
弟
を
仁
政

の
基
点
と
位
置
づ
け
た
。「
礼
」
を
媒
介
と
し
て
民
衆
に
孝
弟
を
教
え
れ

ば
、
孝
弟
の
他
の
徳
も
自
然
に
芽
生
え
て
、
最
終
的
に
は
「
安
民
」
が
実

現
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。「
先
王
之
道
、
安
二
天
下
一
之
道
也
、
…
…
故
仁

以
レ
安
二
天
下
一
解
レ
之
」「
我
教
二
孝
弟
一
、
未
二
嘗
教
一レ忠
、
未
二
嘗
教
一レ敬
、
未
二
嘗
教
一レ和
、

未
二
嘗
教
一レ順
、
而
忠
敬
和
順
、
自
然
生
二
於
彼
一
、
先
王
之
知
二
其
要
一
也
」（『
論
語

徴
』）。
こ
れ
に
対
し
て
朖
は
、
統
治
を
結
果
責
任
の
問
題
と
し
て
捉
え
る

視
点
を
も
ち
な
が
ら
も
、
為
政
者
の
度
量
・
愛
情
・
養
育
の
徳
、
つ
ま
り

人
格
と
し
て
「
仁
」
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

ト
云
、
是
ヨ
リ
f
妻
子
ニ
仁
ヲ
施
ス
ヲ
和
ト
イ
ヒ
慈
ト
イ
ヒ
、
君
ニ
ハ
忠

ト
云
ヒ
、
親
戚
ニ
ハ
睦
ト
イ
ヒ
姻
ト
イ
ヒ
、
郷
党
ニ
ハ
任
ト
イ
ヒ
恤
ト
イ

ヒ
、
庶
民
ニ
施
ス
ニ
及
ン
デ
仁
ト
イ
フ
、
コ
レ
仁
ノ
極
意
ナ
レ
ド
モ
、
其

始
メ

ハ
親
兄
ニ
ヨ
ク
事
フ
ル
ニ
ア
リ
、
サ
ル
ニ
因
テ
為
レ
仁
ノ
本
与
ト
イ
ヘ
リ
、

為
レ
仁
ト
ハ
、
仁
ノ
道
ヲ
善

ク
セ
ン
ト
テ
、
シ
ラ
ベ
修
ス
ル
意
ナ
リ
（
８
）
○
サ
レ
バ

人
ノ
徳
行
ハ
仁
ヲ
大
ナ
リ
ト
ス
仁
ハ
孝
弟
ヲ
本
ト
ス
、
カ
ル
ガ
故
ニ
身
ヲ

修
ム
ル
徳
行
ノ
学
ノ
上
ニ
テ
モ
孝
弟
ヲ
肝
要
ト
ス
ル
也
ト
ナ
リ

（
１
）「
作
乱
」
と
「
一
揆
」
を
結
び
付
け
た
早
い
例
と
し
て
は
、
浅
見
絅
斎

（
一
六
五
二
―
一
七
一
一
）
が
『
論
語
』
講
義
の
中
で
、「
乱
ト
云
ハ
…
…

ム
ホ
ン
一
キ
ヲ
モ
ス
ル
ヤ
ウ
ナ
…
…
」
と
述
べ
て
い
る
（『
論
語
師
説
』）。

（
２
）
為
政
者
と
民
衆
と
い
う
対
項
に
立
っ
て
、
ま
ず
為
政
者
が
「
孝
弟
」

で
あ
る
こ
と
で
、
民
衆
が
こ
れ
に
「
化
f
」
淳
良
恭
順
な
「
俗
」
を
な
し
、

そ
れ
に
よ
り
統
治
が
果
た
さ
れ
る
と
い
う
朖
の
理
解
は
、
徂
徠
・
春
台
・

南
冥
と
い
っ
た
徂
徠
派
に
共
通
の
特
色
あ
る
も
の
で
あ
る
。「
為
二
仁
於
天

下
一
、
以
レ
教
レ
孝
―

弟
為
レ
先
、
宗
廟
之
礼
、
所
二
以
教
一レ孝
也
、
養
老
之
礼
、
所
二
以

教
一レ弟
也
、
孝
弟
化
行
、
民
俗
和
順
、
天
下
自
然
治
」（『
論
語
徴
』）。
た
だ

し
朖
は
、
徂
徠
が
強
調
す
る
「
礼
」
に
論
及
し
な
い
点
で
、
や
や
独
自
で

あ
る
。
為
政
者
（
君
子
）
が
、
宗
廟
の
礼
や
養
老
の
礼
を
実
践
（
実
演
）

し
て
そ
の
波
及
と
し
て
「
民
俗
」
が
化
す
と
い
う
時
の
、
い
わ
ば
媒
介
を

な
す
文
化
装
置
へ
の
着
目
に
徂
徠
ら
し
さ
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
こ
へ

の
共
感
が
朖
に
は
な
い
。

（
３
）「
子
以
レ
四
教
、
文
行
忠
信
」（『
論
語
』
述
而
篇
）

（
４
）「
先
王
以
レ
是
経
二
夫
婦
一
、
成
二
孝
敬
一
、
厚
二
人
倫
一
、
美
二
教
化
一
、
移
レ
風
易
レ
俗
」

（『
詩
経
』
周
南
）
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三．子
曰
、
巧
言
令
色
、

コ
ノ
四
字
尚
書
ノ
皐
陶
謨
ニ
出
テ
、
堯
舜
モ
畏
ル
ベ
キ
者
ト
セ
ラ
レ
シ
ヨ

シ
ナ
リ
（
１
）
、
言
ヲ
巧
タ
ク
ミ
ニ
ス
ル
ハ
、
人
ノ
意
ヲ
窺
ヒ
時
所
ヲ
考
ヘ
テ
、
必
人
ノ

信
服
ス
ベ
キ
ヤ
ウ
ニ
、
上
手
ニ
物
ヲ
イ
ヒ
マ
ハ
ス
ナ
リ
、
色
ヲ
令ヨ
ク

ス
ル
ハ

ヤ
ハ
ラ
ク
ベ
キ
時
ニ
ハ
ヤ
ハ
ラ
ゲ
、
ハ
ケ
シ
カ
ル
ベ
キ
時
ニ
ハ

ハ
ケH

シ
ク
シ
、

ス
ベ
テ
ハ
マ
コ
ト
シ
ヤ
カ
ニ
尤
ラ
シ
ク
見
セ
テ
、
人
ヲ
懐
ケ
シ
タ
ガ
ヘ
テ
、

巧
言
ノ
タ
ス
ケ
ト
ス
ル
ヲ
云

鮮
矣
仁ナ

ル
g

巧
言
令
色
ノ
人
ハ
、
イ
カ
ニ
モ
物
ノ
用
ニ
立
チ
サ
ウ
ニ
仁
者
ラ
シ
ク
見
エ

テ
世
ノ
人
君
常
ニ
ア
ヤ
マ
リ
テ
信
シ
用
フ
ル
g
多
シ
（
２
）

、
サ
レ
d
ヨ
ク
j
k

見
レ
バ
サ
ル
人
ニ
仁
者
ハ
イ
ト
少
ク
f
、
却
テ
姦
邪
ノ
小
人
多
キ
モ
ノ
ナ

ル
故
ニ
、
堯
舜
ノ
聖
智
モ
是
ヲ
可

キレ
畏
モ
ノ
ニ
セ
ラ
レ
、
此
書
ニ
モ
悪
二
利
口

之
覆
レ
邦
―

家
者

ヲ一
マ

（
３
）

タ
佞
人
ヲ
遠
ケ
ヨ
、
佞
人
ハ
殆
シ

（
４
）

、
ト
ア
リ
、
利
口
佞

人
即
コ
ノ
巧
言
ノ
人
ナ
リ
、
世
ニ
用
ヒ
ラ
レ
子
ハ
仁
徳
モ
施
シ
ガ
タ
シ
、

仁
者
何
ソ
巧
言
令
色
ヲ
以
テ
其
道
ノ
タ
ス
ケ
ト
セ
ザ
ル
ト
云
ハ
、
俗
人
ノ

論
ニ
f（
５
）、

公
冶
長
ノ
篇
ニ
或
人
ノ
仲
弓
ヲ
ソ
シ
リ
タ
ル
趣
即
コ
レ
也
、
孔

子
コ
レ
ニ
コ
タ
ヘ
テ
曰
、
焉
用
レ
佞
、
禦
レ
人
以
ニ
口
給
一
、
H
憎
二
於
人
（
６
）一

、
マ
タ
下

論
ニ
剛
毅
木
訥
近
二
於
仁
（
７
）一
、
中
庸
ニ
、
子
曰
力
行
近
二
於
仁
（
８
）一
、
マ
タ
詩
ヲ
引
テ

云
、
予
懐
二
明
徳
一
、
不
レ
大
二
声
以
一レ色
、
子
曰
、
声
色
之
於
二
以
化一レ
民
末
也
（
９
）

、
コ
レ

等
ヲ
見
テ
仁
者
ニ
巧
言
ノ
鮮
キ
故
ヲ
知
ベ
シ

（
10
）

、
左
伝
ニ
夏
ノ
時
ニ
寒

ト

云
者
讒
慝
詐
偽
ヲ
以
テ
、
上
下
ヲ
欺
キ
テ
国
ヲ
奪
ヒ
取
リ
、
サ
テ
其
巧
佞

ノ
才
ヲ
タ
ノ
ミ
テ
不
仁
ナ
リ
シ
故
ニ
、
終
ニ
又
亡
ビ
失
セ
ヌ
ト
見
エ
タ
リ

（
11
）

、

是
ヲ
見
テ
巧
言
ノ
仁
ニ
遠
キ
事
ヲ
知
ベ
シ

（
１
）「
能
哲
而
恵
、
何
憂
二
乎
驩
兜
一
、
何
遷
二
乎
有
苗
一
、
何
畏
二
乎
巧
言
令
色
孔
壬
一
」

（『
書
経
』
皐
陶
謨
篇
）

（
２
）
人
材
を
登
用
し
よ
う
と
す
る
時
、
巧
言
令
色
の
者
に
欺
か
れ
な
い
よ

う
に
人
君
は
注
意
せ
よ
と
朖
は
読
む
。
こ
う
い
う
解
釈
の
方
向
は
程
門
に

あ
っ
た
が
（『
論
語
精
義
』
所
引
范
氏
語
）、
朱
熹
は
こ
れ
を
採
ら
な
か
っ

た
（『
論
語
或
問
』）。
巧
言
令
色
の
人
を
一
た
び
登
用
す
れ
ば
、
政
治
は

大
混
乱
し
て
し
ま
う
と
し
て
「
鮮
矣
仁
」
を
理
解
す
る
朖
は
、
仁
を
「
安

民
」
の
徳
と
し
て
仁
政
に
引
き
よ
せ
る
徂
徠
の
上
に
立
っ
て
い
る
が
、
こ

の
章
の
徂
徠
の
解
釈
と
は
、
そ
の
力
点
を
異
に
し
て
い
る
。
注
（
10
）
参

照
。

（
３
）『
論
語
』
陽
貨
篇

（
４
）「
放
二
鄭
声
一
、
遠
二
佞
人
一
、
鄭
声
淫
、
佞
人
殆
」（『
論
語
』
衛
霊
公
篇
）

（
５
）
仁
徳
も
、
登
用
さ
れ
て
こ
そ
発
揮
し
う
る
の
だ
か
ら
、
巧
言
令
色
を

敢
え
て
な
し
て
で
も
登
用
さ
れ
る
よ
う
試
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う

「
俗
人
ノ
論
」
を
提
示
し
て
、
孔
子
の
言
葉
で
こ
れ
を
否
定
さ
せ
る
と
い

う
論
法
は
、
徂
徠
を
そ
の
ま
ま
に
継
い
で
い
る
。「
世
人
貴
レ
佞
、
故
或
曰

雍
也
仁
而
不
佞
以
惜
レ
之
、
故
必
求
二
佞
而
仁
者
一
、
以
為
二
成
人
一
、
孔
子
断
レ
之
曰

巧
言
令
色
、
鮮
矣
仁
、
見
二
仁
者
之
必
不
佞
一
也
」（『
論
語
徴
』）

（
６
）「
或
曰
、
雍
也
、
仁
而
不
佞
、
子
曰
、
焉
用
レ
佞
、
…
…
」（『
論
語
』
公

冶
長
篇
）

（
７
）『
論
語
』
子
路
篇

（
８
）「
子
曰
、
好
学
近
二
乎
知
一
、
力
行
近
二
乎
仁
一
、
知
恥
近
二
乎
勇
一
」（『
中
庸
』、

『
中
庸
章
句
』
の
分
章
で
は
第
二
十
章
）

（
９
）『
中
庸
』、『
中
庸
章
句
』
の
分
章
で
は
第
三
十
三
章

（
10
）「
仁
者
何
以
不
佞
」
と
問
い
か
け
て
徂
徠
は
、
仁
者
が
言
辞
威
儀
を
洗
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練
さ
せ
る
の
は
「
礼
楽
」
の
習
得
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
根
底
に
は
、
安

民
を
果
た
す
べ
く
「
天
職
」
を
与
え
ら
れ
た
者
と
し
て
の
「
天
」
へ
の
畏

敬
が
あ
る
か
ら
、
巧
言
令
色
と
い
っ
た
末
事
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い

と
論
じ
て
い
る
。「
仁
者
何
以
不
佞
、
学
レ
詩
以
善
二
其
言
辞
一
、
学
レ
礼
以
善
二
其

威
儀
一
、
皆
所
二
以
養
一レ徳
也
、
…
…
蓋
天
命
レ
我
為
二
天
子
一
為
二
諸
侯
一
、
是
任
二二
天
下
国

家
一
者
也
、
為
二
大
夫
一
為
レ
士
、
亦
共
二
天
職
一
也
、
…
…
故
君
子
畏
レ
天
、
至
厳
也
、

仁
以
為
二
己
任
一
、
至
重
也
、
其
心
在
レ
安
二
国
家
一
、
至
大
也
、
志
二
於
仁
一
者
、
豈
遑
レ

及
二
言
色
之
末
一
哉
、
是
其
所
レ
志
大
故
也
」（『
論
語
徴
』）。
し
か
し
春
台
や
南

冥
は
、
こ
の
章
に
つ
い
て
そ
う
し
た
点
に
ふ
れ
ず
、
朖
も
ま
た
「
礼
楽
」

や
「
天
」
の
問
題
と
結
び
付
け
よ
う
と
は
し
な
い
。

（
11
）『
春
秋
左
氏
伝
』
襄
公
四
年

（
12
）
こ
の
章
を
、
巧
言
令
色
を
事
と
す
る
人
物
に
「
仁
者
」
は
鮮
い
と
と

る
朖
の
理
解
は
、
徂
徠
に
よ
っ
て
い
る
。
朱
熹
や
仁
斎
も
含
め
て
、
巧
言

令
色
の
人
物
に
は
「
仁
徳
」
が
鮮
い
（
な
い
）
と
読
む
の
が
一
般
的
で
あ

り
、
春
台
『
論
語
古
訓
外
伝
』
も
そ
ち
ら
を
採
っ
た
。
徂
徠
は
、
天
下
は

広
大
で
あ
り
人
の
気
質
も
多
種
多
様
だ
か
ら
、
巧
言
令
色
で
「
仁
者
」

（
安
民
の
徳
を
も
つ
人
材
）
が
皆
無
と
は
断
言
で
き
な
い
と
す
る
。
気
質

の
多
様
性
を
尊
重
し
、
個
性
的
人
材
を
登
用
す
べ
き
こ
と
を
説
い
た
徂
徠

ら
し
い
着
眼
で
あ
ろ
う
。「
鮮
者
、
少
二
其
人
一
之
謂
也
、
天
下
之
大
、
気
質

万
品
、
豈
可
下
以
二
吾
一
人
之
見
一
而
必
中
其
無
上
也
乎
」（『
論
語
徴
』）

四．曽
子

名
ハ
参
孔
子
ノ
弟
子
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鈴木朖『論語参解』私注（一）

曰
、
吾
日

ニ
三タ

ヒ省
ル二

吾
身

ヲ一
、

三
タ
ビ
省
ル
ハ
、
タ
ゞ
幾
度
モ
ク
リ
返
シ
省
ル
ヲ
云
（
１
）
、
省
ハ
気
ヲ
付
テ
吟

味
ス
ル
ナ
リ

為
ニレ

人
ノ

謀他
人
ノ
世
話
ヲ
ス
ル
也

而
不

ルレ
忠ナ

ラ乎
、

他
人
ノ
事
ヲ
我
身
ノ
上
、
又
ハ
我
骨
肉
ノ
親
戚
ノ
如
ク
、
実
義
親
切
ヲ
ツ

ク
ス
ヲ
忠
ト
云
（
２
）
、
サ
ハ
ナ
リ
難
ウ
f
不
忠
不
義
ニ
ナ
リ
易
キ
モ
ノ
也

与
レ
朋
―

友同
輩
ノ
入
魂
ナ
ル
間
柄
ヲ
云

交
而
不
レ
信
乎
、

詞
ニ
相
違
ナ
キ
ヲ
信
ト
云
、
朋
友
ノ
中
ハ
、
口
ニ
テ
頼
モ
シ
キ
事
ヲ
言
ヤ

ス
シ
、
ソ
ノ
詞
多
ク
ハ
相
違
シ
テ
不
信
ニ
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ

伝
ルレ

不
ヲレ

習
ハ

乎
習
ハ
練
熟
ナ
リ
、
未
熟
不
鍛
錬
ノ
事
ヲ
人
ニ
伝
授
ス
ル
ハ
（
３
）

、
問
ハ
レ
テ
ハ

不
レ
知
ト
言
カ
タ
キ
人
情
ヨ
リ
出
ル
g
ナ
カ
ラ
、
人
ヲ
欺
キ
道
ヲ
害
シ
、
不

忠
不
信
ニ
落
ル
シ
ワ
ザ
也
○
曽
子
ノ
大
忠
信
ノ
人
ト
称
セ
ラ
ル
ゝ
ハ
、
如

キレ

此
ノ

心
掛
ニ
ヨ
レ
リ
（
４
）

、
易

ニ
曰
、
君
子
終
日
乾
h
、
夕

ニ
l
若
（
５
）

、
又
曰
、
其

レ
亡

ン
其

亡ン
ト
テ繋
ル二

干
苞
桑

ニ一
ト
イ
ヘ
リ
（
６
）

（
１
）「
三
省
」
を
、
三
つ
の
事
が
ら
に
つ
い
て
反
省
す
る
（
朱
熹
）、
な
い

し
三
度
反
省
す
る
（
仁
斎
・
徂
徠
）
と
せ
ず
に
、「
タ
ゞ
幾
度
モ
ク
リ
返

シ
省
ル
」
と
す
る
朖
の
解
釈
は
、
直
接
に
は
春
台
を
継
い
で
い
る
。「
三

以
二
天
下
一
譲
」（『
論
語
』
泰
伯
篇
）
の
よ
う
に
「
三
」
が
句
首
に
あ
る
の
は

「
三
次
」
の
意
味
で
、「
君
子
之
道
者
三
」（『
論
語
』
憲
問
篇
）
の
よ
う
に
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句
尾
に
あ
る
時
は
「
数
目
」
を
言
う
か
ら
、
朱
熹
の
解
釈
は
誤
ま
り
だ
と

し
た
仁
斎
『
論
語
古
義
』
の
論
を
正
し
い
と
し
た
上
で
、
春
台
は
、
こ
こ

で
の
「
三
」
は
厳
密
に
三
度
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
し
ば
し
ば
と
い
う

こ
と
だ
と
し
た
。「
人
之
作
レ
事
、
一
次
曰
レ
一
、
二
次
曰
レ
再
、
過
レ
再
曰
レ
三
、

三
云
者
、
不
レ
止
二
三
次
一
、
其
実
H
次
也
、
古
人
言
レ
三
者
、
其
意
皆
然
」（『
論

語
古
訓
外
伝
』）。
た
だ
し
、
こ
れ
は
春
台
に
始
ま
っ
た
解
釈
で
は
な
い
。

例
え
ば
仁
斎
と
同
時
代
の
朱
子
学
者
・
中
村
l
斎
（
一
六
二
九
―
一
七
〇

二
）
も
、「
省
、
省
察
也
、
三
省
、
只
是
H
省
也
、
実
非
下
止
二
三
次
一
者
上
也
」

と
述
べ
て
い
る
（『
論
語
集
註
鈔
説
』）。

（
２
）「
尽
レ
己
之
謂
レ
忠
」
と
す
る
朱
熹
『
論
語
集
註
』
の
関
心
が
自
己
の
内
部

へ
集
中
す
る
の
に
対
し
て
、
朖
の
そ
れ
は
、
他
者
と
の
関
係
に
向
か
う
。

こ
の
点
、
春
台
の
「
忠
者
、
為
レ
人
如
レ
為
レ
己
之
謂
」（『
論
語
古
訓
外
伝
』）

を
受
け
て
い
る
。

（
３
）
朱
熹
は
、
師
か
ら
伝
え
ら
れ
な
が
ら
習
熟
で
き
て
い
な
い
こ
と
は
な

い
か
と
解
釈
す
る
が
、
仁
斎
・
徂
徠
・
春
台
い
ず
れ
も
、
何
晏
『
論
語
集

解
』
を
踏
ま
え
て
、
自
分
自
身
で
習
熟
し
て
い
な
い
ま
ま
に
人
に
伝
え
た

り
は
し
な
か
っ
た
か
と
解
釈
し
て
い
る
。
朖
も
、
そ
れ
に
同
じ
。

（
４
）
こ
の
章
の
主
題
に
つ
い
て
徂
徠
は
、「
安
天
下
」
を
め
ざ
す
「
先
王
之

道
」
が
、
平
常
卑
近
な
人
間
関
係
の
徳
（
中
庸
の
徳
）
を
基
点
と
す
る
こ

と
を
言
う
も
の
で
あ
り
、
朱
子
学
流
の
「
心
学
」
を
主
張
し
た
も
の
で
は

な
い
と
論
じ
て
い
る
。「
蓋
先
王
之
道
、
安
二
天
下
一
之
道
也
、
然
登
レ
高
必
自
レ

卑
、
行
レ
遠
必
自
レ
邇
、
故
君
子
依
二
中
庸
一
、
中
庸
者
、
孝
弟
忠
信
之
謂
也
、
皆

存
二
乎
接
レ
人
之
間
一
、
孔
門
之
教
為
レ
爾
」（『
論
語
徴
』）。
こ
れ
に
反
対
す
る
か

の
よ
う
に
、
朖
は
曽
子
の
「
心
掛
」
に
主
題
を
絞
っ
て
い
る
。

（
５
）『
易
経
』
乾

（
６
）『
易
経
』
否

五．子
曰
、
道ヲ

サ
ム
ル
ニ

二

千
乗
之
国

ヲ一
、

道
ノ

字
如

クレ
此
用
フ
ル
g
他
書
ニ
例
ナ
ク
不
審
ナ
レ
d
セ
ン
カ
タ
ナ
シ
（
１
）
、
千
乗

ハ
、
兵
車
千
両
也
、
コ
レ
ヲ
イ
ヘ
ハ
田
地
ノ
高
モ
軍
兵
ノ
数
モ
皆
知
ル
ゝ

g
ナ
リ
、
サ
レ
ド
大
数
ヲ
サ
シ
タ
ル
詞
ニ
f
、
孔
子
ノ
時
代
、
魯
衛
宋
鄭

ノ
類
、
タ
ゞ
通
例
ノ
諸
侯
ノ
国
ヲ
云
詞
ナ
リ
○
此
章
ス
ベ
テ
五
ヶ
條
ノ
イ

マ
シ
メ
ア
リ
、
一
国
ノ
主
、
又
ハ
其
執
政
タ
ル
人
ノ
心
得
ノ
肝
要
也
（
２
）

敬
fレ

事
ヲ

事
ハ
、
政
事
也
、
敬
ハ
ウ
ヤ
マ
フ
也
、
又
ツ
ゝ
シ
ム
ナ
リ
、
又
疎
略
ニ
セ

ス
大
切
ニ
ス
ル
意
、
惰
ラ
ズ
f
勤
メ
出
精
ス
ル
意
ア
リ
（
３
）

、
国
モ
民
モ
皆
親

先
祖
ヨ
リ
受
ケ
テ
、
基
本
ハ
王
ヨ
リ
受
ケ
、
天
ヨ
リ
受
タ
ル
物
故
ニ
、
天

神
ヲ
敬
シ
、
王
ヲ
敬
シ
、
祖
考
ヲ
敬
ス
ル
ヨ
リ
f
、
其
政
事
ヲ
大
切
ニ
f

忽
ニ
セ
ズ
怠
ラ
ザ
ル
ナ
リ

（
４
）

而
信

ニ
、隣

国
ニ
交
ル
ニ
モ
、
国
中
ノ
臣
民
ニ
対
f
モ
、
総
テ
約
ヲ
タ
ガ
ヘ
ズ
詞
ニ

不
信
ナ
ク
、
触
出
シ
ナ
ド
ノ
詐
リ
ニ
ナ
ラ
ザ
ル
様
ニ
心
ガ
ク
ル
g
也
○
此

二
ツ
ヲ
一
句
ニ
シ
タ
ル
ハ
、
事
ノ
コ
ゝ
ロ
相
因
ル
所
ア
ル
故
ナ
リ

節
fレ

用
ヲ

用
ハ
財
用
ノ
イ
リ
カ
也
、
節
ハ
程
ヲ
付
ル
ナ
リ
、
程
ヲ
付
ル
ハ
、
ソ
レ
ヨ

リ
越
エ
ヌ
ヲ
主
ト
ス
ル
故
ニ
、
節
ト
イ
ヘ
バ
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
控
ヒ
カ
フ

ル
意
ア
ル
也

而
愛

シレ
人

ヲ
、

人
ハ
諸
臣
諸
役
人
ナ
リ
、
コ
レ
ヲ
愛
ス
ル
時
ハ
、
小
過
ヲ
ユ
ル
シ
、
ヒ
ド
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キ
使
ヒ
方
ヲ
セ
ス
、
災
難
ヲ
イ
タ
ハ
リ
、
俸
禄
ヲ
ユ
タ
カ
ニ
シ
、
恩
賞
ヲ

厚
ク
ス
ル
等
ノ
仕
方
行
届
キ
テ
、
臣
吏
ミ
ナ
キ
ホ
ヒ
勧
ミ
テ
、
忠
ヲ
尽
ス

者
多
カ
ル
ベ
シ
（
５
）
○
此
二
ツ
一
句
ナ
ル
故
ハ
、
財
用
ト
臣
吏
ト
、
共
ニ
国
ノ

重
宝
也
、
節
ト
愛
ト
ヲ
以
テ
コ
レ
ヲ
用
ル
g
、
同
意
ノ
趣
ア
リ
、
孟
子
ニ

云
ク
、
諸
侯
之
宝
三
、
土
地
人
民
政
事
、
又
云
、
不
レ
用
二
仁
賢
一
、
則
国
空
虚
、

無
ハ二

政
事
一
則
財
用
不
レ
足（

６
）

○
今
一
ノ
説
ニ
ハ
、
而

ノ
字
ノ
上
下
ハ
、
多
ク
ハ
表ウ

ラ

裏ウ
ヘ

ナ
ル
g
ア
レ
ハ
、
コ
レ
モ
其
意
ニ
テ
、
節
倹
ノ
政
ヲ
ス
ル
ト
テ
モ
、
臣
下

官
吏
ニ
ヒ
ド
キ
ア
タ
リ
ノ
ナ
キ
様
ニ
、
小
吏
ノ
禄
ヲ
減
シ
、
軽
キ
者
ノ
ウ

ル
ホ
ヒ
ヲ
カ
ワ
カ
ス
様
ノ
g
ナ
カ
レ
ト
云
意
ニ
モ
ア
ラ
ン
カ

使
ニレ

民
ヲ

以
スレ

時
ヲ

使
フ
ハ
、
軍
陣
、
又
ハ
普
請
造
作
等
也
、
以ス

ルレ
時
ハ
、
農
業
ヲ
妨
ゲ
ヌ
ヤ
ウ

ニ
ト
也

（
１
）「
道
」
を
「
ヲ
サ
ム
ル
」
と
訓
む
こ
と
も
含
め
て
、
朖
の
理
解
は
、
忠

実
に
春
台
を
継
い
で
い
る
。「
惟
道
字
訓
レ
治
、
考
二
諸
他
書
一
、
未
レ
見
二
其
例
一
耳
」

（『
論
語
古
訓
外
伝
』）。「
道
」
に
つ
い
て
、
政
教
法
令
の
次
元
で
は
一
般

的
に
「
治
」
を
用
い
る
が
、「
治
之
理
」
を
論
じ
た
か
ら
「
道
」
を
用
い

た
の
だ
と
い
う
の
が
朱
熹
の
説
明
で
あ
る
。
朱
熹
・
仁
斎
・
春
台
そ
し
て

朖
も
、
こ
れ
を
古
注
の
包
咸
の
読
み
に
従
っ
て
「
オ
サ
メ
ル
」
と
読
ん
で

治
国
の
要
諦
を
説
い
た
も
の
と
解
釈
し
た
が
、
徂
徠
は
、
皇
侃
本
が
「
導
」

の
字
を
当
て
て
い
た
こ
と
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
天
子
の
巡
狩
（
諸
侯
の

国
の
視
察
）
の
時
、
天
子
の
側
が
気
づ
か
う
べ
き
注
意
点
を
述
べ
た
も
の

だ
と
し
た
。

（
２
）
こ
れ
ら
の
條
目
相
互
の
先
後
関
係
・
相
互
連
関
を
朱
子
学
で
は
盛
ん

に
問
題
に
す
る
が
、
徂
徠
派
は
そ
う
し
た
論
点
に
興
味
を
示
さ
ず
、
こ
れ
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ら
を
単
に
並
列
的
に
捉
え
る
。

（
３
）「
敬
」
を
、
動
静
内
外
を
貫
ぬ
き
、
学
問
の
始
め
を
成
し
終
り
を
成
す

所
以
と
し
て
重
ん
じ
た
朱
熹
は
、
こ
こ
で
有
名
な
「
敬
者
、
主
一
無
適
之

謂
」
と
い
う
定
義
を
与
え
た
（『
論
語
集
註
』）。
こ
れ
を
厳
し
く
批
判
す

る
徂
徠
は
、
古
え
の
「
敬
」
は
、
朱
熹
が
言
う
よ
う
な
捉
え
ど
こ
ろ
の
な

い
も
の
で
は
な
く
、
具
体
的
な
対
象
に
即
し
た
も
の
で
あ
り
、「
敬
天
」

や
「
敬
鬼
神
」
を
出
発
点
と
し
て
い
る
と
論
じ
た
。「
敬
皆
本
三
於
敬
レ
天
敬
二

鬼
神
一
、
其
無
レ
所
レ
敬
而
敬
者
、
未
二
之
有
一
也
、
朱
子
創
二
敬
工
夫
一
、
是
無
レ
所
レ
敬
而

敬
者
也
」（『
論
語
徴
』）。
自
己
一
心
の
工
夫
と
し
て
「
敬
」
を
捉
え
て
、

具
体
的
な
立
脚
地
を
失
っ
た
と
す
る
朱
子
学
批
判
は
、
徂
徠
派
に
共
有
さ

れ
て
い
る
。「
本
文
明
言
レ
敬
レ
事
、
朱
熹
乃
以
二
心
術
一
言
レ
之
、
釈
氏
之
学
也
」

（
春
台
『
論
語
古
訓
外
伝
』）。
朖
の
理
解
も
、
こ
う
し
た
批
判
を
継
い
で

い
る
。

（
４
）「
敬
」
の
対
象
を
天
や
鬼
神
に
求
め
た
の
は
徂
徠
で
あ
る
が
、「
国
モ

民
モ
」
親
―
先
祖
―
王
―
天
か
ら
「
受
ケ
」
た
も
の
だ
と
い
う
規
定
を
前

提
に
し
て
、「
敬
事
」
を
究
極
的
に
は
「
天
神
」
や
「
祖
考
」
へ
の
敬
だ

と
す
る
の
は
朖
の
ユ
ニ
ー
ク
な
解
釈
で
あ
る
。
徂
徠
の
「
天
」
が
朖
の

「
天
神
」
に
転
換
す
る
に
つ
い
て
は
、
徂
徠
の
「
敬
天
」
こ
そ
抽
象
的
で

捉
え
ど
こ
ろ
が
な
く
、
か
つ
特
殊
な
場
面
（
天
子
に
よ
る
祭
天
の
儀
礼
）

に
限
ら
れ
た
も
の
で
、
日
常
普
段
の
次
元
と
結
び
付
か
な
い
で
は
な
い
か

と
い
う
懐
徳
堂
朱
子
学
か
ら
の
反
批
判
を
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
か
も
し
れ

な
い
。「
敬
二
鬼
神
一
、
有
レ
所
レ
対
焉
、
凡
敬
レ
君
敬
レ
長
之
類
、
皆
然
、
但
敬
レ
天
、

不
レ
知
二
渠
意
亦
以
為
一レ有
レ
所
レ
対
、
即
是
郊
祀
之
類
、
唯
天
子
而
可
、
将
以
為
三
平

日
敬
二
畏
天
命
一
与
、
是
不
レ
能
レ
脱
二
程
朱
範
圍
一
」（
竹
山
『
非
徴
』）。
そ
し
て
朖

の
師
・
本
居
宣
長
（
一
七
三
〇
―
一
八
〇
一
）
は
、「
天
」
は
単
な
る
空
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間
に
す
ぎ
ず
、「
万
物
を
生
育
」
さ
せ
る
も
の
は
天
に
い
る
「
神
」
だ
と

力
説
し
た
。「
か
ら
人
の
、
何
に
つ
け
て
も
天
天
と
い
ふ
は
、
神
あ
る
こ

と
を
し
ら
ざ
る
故
の
ひ
が
こ
と
な
り
、
天
は
、
た
ゞ
神
の
ま
し
ま
す
国
に

こ
そ
あ
れ
、
心
も
、
行
ひ
も
、
道
も
、
何
も
、
あ
る
物
に
は
あ
ら
ず
、
い

は
ゆ
る
天
命
、
天
道
な
ど
い
ふ
は
、
み
な
神
の
な
し
給
ふ
事
に
こ
そ
あ
れ
、

…
…
」（『
玉
勝
間
』）

（
５
）「
愛
人
」
を
、
人
君
が
「
諸
臣
諸
役
人
」
を
酷
使
せ
ず
手
厚
く
遇
す
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
臣
吏
」
は
存
分
に
器
量
を
発
揮
で
き
る

と
す
る
の
は
朖
の
独
自
の
解
釈
で
あ
る
。
懐
徳
堂
出
身
の
中
井
履
軒
（
一

七
三
二
―
一
八
一
七
）
に
、「
人
」
と
「
民
」
が
対
で
用
い
ら
れ
る
時
は
、

人
は
士
大
夫
、
民
は
庶
民
で
あ
り
、
そ
れ
を
混
同
し
た
楊
亀
山
の
語
を
朱

熹
『
論
語
集
註
』
が
引
く
の
は
失
当
だ
と
す
る
指
摘
が
あ
り
、「
人
」
の

解
釈
に
朖
と
共
通
す
る
点
が
見
ら
れ
る
。「
凡
人
与
レ
民
駢
挙
者
、
人
指
二
士

大
夫
一
、
凡
仕
途
中
者
皆
是
、
民
乃
庶
民
矣
、
楊
氏
以
レ
愛
レ
民
解
レ
愛
レ
人
、
失
レ
之
」

（『
論
語
逢
原
』）

（
６
）
共
に
『
孟
子
』
尽
心
下
篇
。
た
だ
し
「
不
用
仁
賢
」
は
「
不
信
仁
賢
」

が
正
し
い
。

六．子
曰
、
弟
子

親
兄
ニ
カ
ゝ
リ
居
ル
程
ノ
若
者
ノ
心
得
ヲ
イ
ヘ
リ
（
１
）

入

内
ニ
テ
ハ
ナ
リ

則
孝

ニ
、
出テ

ハ
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外ソ
ト

ニ
テ
ハ
ナ
リ

則
弟

ニ
、長

者
ト
シ
ウ
ヘ

ヲ
我
兄
ニ
准
f
礼
ヲ
ツ
ク
ス
g
ヲ
モ
弟
ト
云
フ

謹
テ

而
信

ニ
、

行
ヲ
謹
ン
テ
、
放
逸
不
法
ヲ
セ
ズ
、
詞
ヲ
信
ニ
f
詐
ナ
キ
也
、
人
ノ
言
行

ハ
車
ノ
両
輪
ノ
如
シ
（
２
）

汎
ク

バ
ツ
ト
シ
タ
ル
心
ナ
リ

愛シ
テレ

衆
ヲ

而
親

ミレ
仁

ヲ
、

衆
ハ
通
例
ナ
ベ
テ
ノ
人
也
、
仁
ハ
ソ
ノ
中
ニ
ス
グ
レ
テ
善
キ
人
ナ
リ
、
汎

ク
愛
ス
ル
ハ
、
誰
ニ
ヨ
ラ
ズ
仁
愛
ノ
心
ヲ
以
テ
交
ル
也
、
親
ム
ハ
、
各
別

ニ
懇
意
ニ
f
、
且
ハ
我
益
ヲ
求
ム
ル
ナ
リ
（
３
）

行

入
則
ヨ
リ
親
レ
仁
マ
デ
ノ
類
、
ス
ベ
テ
日
h
必
勤
ム
ベ
キ
行
作
ヲ
イ
フ
（
４
）

有レ
バレ

餘
―

力
、

力
ハ
、
精
根
ナ
リ
、
行

ヒ
ニ
ハ
精
根
ノ
費
ユ
ル
g
ナ
ル
ガ
、
其
精
根
ノ
使
ヒ

餘
リ
ガ
有
レ
バ
ト
也

則
以

其
餘
レ
ル
精
根
ヲ
以
テ

学
レ
文

文
ハ
道
ト
芸
ト
ナ
リ
ト
鄭
玄
イ
ヘ
リ
、
筋
道
ノ
別
レ
、
子
細
ノ
ア
ル
事
ノ
、

凡ス
ベ

テ
師
ヲ
取
リ
伝
授
ヲ
受
ル
事
ノ
;
名
ト
心
得
ベ
シ
、
ア
ヤ
模
様
ニ
タ
ト

ヘ
タ
ル
名
ニ
f
、
其
実
ハ
詩
書
六
芸
コ
レ
ナ
リ

（
５
）

○
幼
f
学
ビ
、
壮
ニ
f
行

フ
ト
イ
ヘ
リ
、
学
問
修
行
ハ
若
年
ヲ
其
時
ト
ス
、
記
ニ
云
ク
、
時
過
テ
学

ブ
時
ハ
、
勤
苦
ス
レ
d
成
リ
ガ
タ
シ
ト
云
ヘ
リ
（
６
）
○
学
問
ノ
道
貴
シ
ト
イ
ヘ
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d
、
畢
竟
ハ
身
ノ
行
ヒ
ノ
タ
メ
ナ
リ
（
７
）
、
然
レ
バ
家
職
ヲ
怠
リ
、
忠
孝
ノ
勤

メ
ヲ
闕カ
イ

テ
文
学
ニ
ハ
マ
ル
ハ
、
道
ヲ
求
ン
ト
シ
テ
却
テ
道
ヲ
ソ
コ
ナ
フ
シ

ワ
ザ
ナ
リ
、
此コ
ゝ

ノ
餘
力
則
以
ト
ア
ル
所
ヲ
ヨ
ク
オ
モ
フ
ベ
シ
（
８
）

（
１
）
仁
斎
は
「
弟
子
」
を
、
特
定
の
師
の
も
と
に
入
門
し
た
弟
子
と
解
釈

し
、
こ
の
章
を
、
弟
子
と
し
て
の
学
問
生
活
の
ス
タ
ー
ト
で
の
教
訓
を
示

し
た
も
の
と
し
た
―
―
こ
う
徂
徠
は
受
け
取
り
、
孔
子
の
時
代
に
は
、
仁

斎
が
想
定
す
る
仏
教
の
宗
門
の
よ
う
な
閉
鎖
的
な
師
弟
関
係
は
な
か
っ
た

と
批
判
し
た
。「
仁
斎
先
生
解
二
弟
子
入
則
孝
一
曰
、
此
言
三
学
問
慎
二
其
初
一
也
、

蓋
據
二
弟
子
字
一
言
レ
之
、
…
…
先
生
弟
子
、
古
未
レ
有
二
若
レ
是
拘
拘
者
一
也
、
夫
子
本

言
下
為
二
人
子
弟
一
者
之
事
上
、
而
仁
斎
先
生
忽
生
二
一
見
一
、
乃
謂
宗
門
之
別
也
、
以

為
下
弟
子
入
門
初
受
レ
教
、
孔
子
先
以
レ
此
教
上
レ之
、
陋
哉
、
且
孔
子
時
豈
有
宗
門

也
」（『
論
語
徴
』）。
こ
れ
を
念
頭
に
お
い
て
朖
は
、
春
台
も
そ
う
解
釈
し

た
よ
う
に
、
一
般
的
に
「
若
者
ノ
心
得
」
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

（
２
）
朱
熹
は
「
謹
」「
信
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
行
」
に
常
の
あ
る
こ
と
、

「
言
」
に
実
の
あ
る
こ
と
と
し
た
が
、
徂
徠
は
そ
れ
を
、
し
い
て
形
式
を

整
え
た
だ
け
の
解
釈
だ
と
し
て
斥
け
た
。
徂
徠
に
よ
れ
ば
、「
謹
」
は
言

行
を
慎
し
む
こ
と
で
あ
り
、「
信
」
は
言
行
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

「
謹
而
信
、
謹
者
、
慎
二
其
言
行
一
、
不
二
敢
苟
一
也
、
信
者
、
行
如
二
其
言
一
也
、
朱

子
分
二

配
言
行
一

、
…
…
可
レ

謂
レ

強
矣
」（『
論
語
徴
』）。
先
立
っ
て
仁
斎
も
、

謹
＝
行
、
信
＝
言
と
い
う
分
配
に
は
興
味
を
示
さ
ず
、「
謹
信
者
、
力
行

之
要
」（『
論
語
古
義
』）
と
し
て
い
た
。
こ
の
点
で
、
朖
の
理
解
は
朱
熹

に
近
い
。

（
３
）「
親
仁
」
の
「
益
」
を
朖
が
言
う
の
は
、
春
台
を
受
け
て
い
る
。「
親
レ
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仁
者
、
求
二
薫
陶
之
益
一
也
」（『
論
語
古
訓
外
伝
』）

（
４
）
こ
れ
ら
三
者
を
「
日
用
之
常
」
と
し
た
徂
徠
を
受
け
た
。「
孝
弟
者
、

弟
子
之
道
也
、
謹
信
者
、
持
レ
身
也
、
愛
レ
衆
親
レ
仁
者
、
接
レ
人
也
、
之
三
者
、

日
用
之
常
也
」（『
論
語
徴
』）

（
５
）「
文
」
を
「
先
王
之
遺
文
」
と
す
る
の
は
古
注
で
あ
り
、
仁
斎
も
そ
れ

を
採
っ
た
。
一
方
、
朱
熹
は
「
文
謂
詩
書
六
芸
之
文
」
と
理
解
し
、
徂
徠

も
「
夫
文
謂
詩
書
礼
楽
之
文
」
と
し
た
。
朖
も
、
そ
の
延
長
上
に
あ
る
。

し
か
し
朖
が
内
容
的
に
共
感
し
て
い
る
の
は
、「
芸
事
」
を
習
う
こ
と
だ

と
述
べ
た
春
台
の
解
釈
で
あ
ろ
う
。「
馬
隔
曰
、
文
者
、
古
之
遺
文
也
、

鄭
玄
曰
、
文
、
道
芸
也
、
鄭
説
見
二
釈
文
一
、
其
義
為
レ
長
、
盖
所
謂
学
レ
文
者
、

亦
習
二
芸
事
一
、
非
三
従
誦
二
遺
文
一
而
己
矣
」（『
論
語
古
訓
外
伝
』）。
こ
れ
を
受
け

て
南
冥
も
、「
文
者
、
道
芸
也
、
詩
書
六
芸
是
也
、
夫
人
学
二
道
芸
一
、
則
威

儀
才
伎
、
斧
二
藻
其
身
一
、
…
…
旧
説
以
為
二
詩
書
六
芸
之
文
一
、
非
也
」（『
論
語

語
由
』）
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
も
の
は
、「
道
芸
」
の
身
体

的
な
習
熟
・
体
得
へ
の
関
心
で
あ
る
。

（
６
）「
時
過
然
後
学
、
則
勤
苦
而
難
レ
成
」（『
礼
記
』
学
記
篇
）

（
７
）「
孝
」
を
は
じ
め
と
す
る
徳
に
加
え
て
、
な
ぜ
「
文
」
を
学
ぶ
必
要
が

あ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
朱
熹
は
、
そ
れ
ら
の
徳
を
「
本
」
と

し
、
文
の
学
習
は
そ
れ
を
前
提
と
し
て
こ
そ
意
味
の
あ
る
も
の
（「
末
」）

だ
と
し
な
が
ら
、
両
者
を
円
満
に
備
え
る
こ
と
で
「
私
意
」
を
免
れ
た
理

想
の
人
格
に
到
達
で
き
る
と
解
釈
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
徂
徠
は
、「
孝
」

以
下
の
「
日
用
之
常
」
を
よ
く
す
る
だ
け
で
は
「
郷
人
」
に
す
ぎ
ず
、

「
詩
書
礼
楽
」
の
「
文
」
を
学
ん
で
こ
そ
、
為
政
者
（
君
子
）
に
ふ
さ
わ

し
い
徳
を
獲
得
で
き
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
末
」
な
ど
と
考
え
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
と
主
張
し
た
。「
夫
文
謂
二
詩
書
礼
楽
之
文
一
、
先
王
之
教
也
、
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不
レ
学
レ
此
、
則
雖
レ
有
二
上
数
者
一
、
未
レ
免
レ
為
二
郷
人
一
矣
、
何
以
能
成
二
君
子
之
徳
一
哉
、

豈
得
レ
謂
二
之
末
一
乎
」（『
論
語
徴
』）。
徂
徠
の
い
う
郷
人
―
君
子
と
い
う
枠
組

み
は
、
春
台
・
南
冥
そ
し
て
朖
か
ら
も
支
持
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
継

い
だ
例
と
し
て
は
、
安
井
息
軒
（
一
七
九
九
―
一
八
七
六
）
の
『
論
語
集

説
』
が
あ
る
。

（
８
）
朖
は
「
職
分
家
業
ヲ
ス
テ
ゝ
学
習
ニ
ハ
マ
ル
」
こ
と
を
戒
め
て
い
た
。

本
篇
第
一
章
（
４
）
参
照
。

七．子
夏
曰
、

孔
子
ノ
弟
子
、
姓
ハ
卜
、
名
ハ
商

賢ト
シレ

賢
ヲ

易ア
ナ
ト
リ

レ
色

ヲ
、

賢
ハ
、
マ
サ
ル
ト
ヨ
ム
、
徳
行
材
能
ノ
ス
グ
レ
タ
ル
賢
人
ヲ
云
、
賢
ト
ス

ル
ハ
、
是
ヲ
敬
ヒ
重
ン
ジ
慕
ヒ
親
ム
ナ
リ
、
色
ハ
、
美
色
美
貌
ノ
人
ヲ
云
、

易ア
ナ
ド

ル
ハ
、
ナ
ホ
ザ
リ
ニ
思
ヒ
心
ヲ
カ
ケ
ザ
ル
g
、
好
レ
色

ヲ
者
ノ
賢
人
ヲ
思
フ

ガ
如
ク
ナ
ル
ヲ
云
、
此
二
ツ
ハ
必
互
ニ
相
反
ス
ル
モ
ノ
也
（
１
）

事ヘ
テ二

父
母
一
能

為
ガ
タ
キ
事
ヲ
見
事
ヨ
ク
ス
ル
ナ
リ

竭
シ二

其
力

ヲ一
、

己
ガ
身
ノ
上
、
マ
タ
妻
子
ノ
為
ニ
ハ
、
タ
レ
モ
其
精
根
ヲ
竭
セ
ド
モ
、
父

母
ノ
為
ニ
竭
レ
力
人
ハ
ア
リ
ガ
タ
ク
、
能
シ
ガ
タ
シ
（
２
）

事ヘ
テレ

君
能
致
二
其
身

ヲ一
、

孔
安
国
曰
、
忠
節
ヲ
尽
f
其
身
ヲ
愛
セ
ザ
ル
也
、
朖
曰
、
致
ス
ハ
、
俗
ニ

イ
フ
サ
シ
出
ス
ナ
リ
、
平
生
ハ
顔
ヲ
犯
f
直
諫
シ
、
マ
サ
カ
ノ
時
ハ
勇
戦

力
攻
固
守
ス
ル
類
、
ミ
ナ
是
其
身
ヲ
サ
シ
出
シ
テ
跡
ヘ
退
カ
ズ
、
死
亡
ヲ

顧
ザ
ル
シ
ワ
ザ
也
（
３
）

、
子
路
曰

ク
死
亡
ヲ
軽
ン
ズ
ル
g
ア
タ
ハ
ズ
f
ハ
、
義
ハ

行
ヒ
ガ
タ
シ
（
４
）
○
或
人
曰
ク
、
諫

メ
行
ハ
レ
ザ
ル
時
ハ
去
ト
イ
ヒ
（
５
）
、
身
ヲ
奉
f

退
ク
（
６
）
ト
云
g
如
何
、
答
曰
ソ
レ
ハ
君
臣
ノ
義
絶
ユ
ル
時
ノ
事
ナ
リ
、
義
絶

エ
ズ
f
事
ヘ
居
ル
内
ハ
、
身
ヲ
致
ス
ガ
道
也

与
二
朋
友
一
交

ニ
、
言

テ
而
有ラ

ハレ
信
、

説
上
ニ
見
ハ
ス

雖
レ
曰
レ
未
レ
学
、
吾

ハ
必
謂

ン二
之

ヲ
学タ

リ
ト

一
矣

上
件

リ
五
ヶ
條
ノ
事
ヲ
能
行
フ
人
ノ
ア
ラ
ン
ニ
、
此
人
ハ
イ
マ
ダ
学
問
セ
ズ

ト
云
人
ア
リ
d
、
吾
ハ
サ
ハ
言
ハ
ジ
、
必
コ
レ
ヲ
学
問
シ
タ
ル
人
ト
言
ン

ト
也
○
文
行
忠
信
ノ
四
ノ
教
ヘ
ニ
ヨ
リ
テ
、
徳
行
言
語
政
事
文
学
ニ
心
ヲ

用
ル
ハ
、
四
科
ノ
学
ナ
リ
（
７
）

、
教

ヘ
ニ
ハ
文
ヲ
以
テ
先
ト
ス
ル
故
ニ
、
通
例
学

問
ト
イ
フ
ハ
文
学
ノ
g
也
、
サ
ル
ニ
因
テ
徳
行
ア
レ
d
文
学
ナ
キ
人
ヲ
見

テ
ハ
、
学
バ
ザ
ル
人
ト
云
ハ
、
通
例
ノ
g
ナ
リ
、
サ
レ
d
四
科
ノ
材
ハ
徳

行
ヲ
首
ト
ス
ル
故
ニ
、
徳
行
ノ
大
節
ダ
ニ
ソ
ナ
ハ
レ
バ
、
コ
レ
ヲ
学
ビ
タ

ル
人
ト
ス
ル
g
、
君
子
ノ
見
ナ
ル
ベ
シ
、
子
夏
ハ
文
学
ニ
長
ジ
タ
ル
人
ナ

ル
ニ
、
其
詞
如

キレ
此

ノ
ハ
、
奇
特
ナ
ル
g
也
ト
イ
ヘ
リ
（
８
）

（
１
）「
賢
賢
易
色
」
に
つ
い
て
は
、
諸
家
の
解
釈
が
大
き
く
分
か
れ
る
が
、

朖
の
そ
れ
も
ま
た
独
自
で
あ
る
。
一
方
に
は
「
賢
ヲ
賢
ト
ス
ル
」
人
物
が

い
て
、
そ
う
い
う
人
物
は
人
の
容
色
を
重
ん
じ
な
い
し
、
他
方
に
は
「
美

色
美
貌
ノ
人
」
を
好
む
者
が
い
て
、
こ
ち
ら
は
賢
者
を
「
ナ
ホ
ザ
リ
」
に

す
る
―
―
人
間
は
こ
の
い
ず
れ
か
で
あ
り
（「
賢
ヲ
賢
ト
」
し
て
且
つ

「
美
色
美
貌
ノ
人
」
を
好
む
と
い
う
パ
タ
ー
ン
は
な
い
）、
こ
の
章
は
、
そ

の
前
者
の
タ
イ
プ
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
と
朖
は
理
解
し
た
。
こ
れ
は
、
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他
者
の
賢
明
を
賢
明
と
し
て
素
直
に
認
め
て
、
自
己
の
好
色
の
心
を
忘
れ

て
し
ま
う
と
す
る
朱
熹
（「
賢
二
人
之
賢
一
而
易
二
其
好
色
之
心
一
、
好
レ
善
有
レ
誠
也
」

『
論
語
集
註
』）
と
も
、
賢
者
に
出
会
っ
た
な
ら
、
賢
者
を
尊
重
す
る
気
持

ち
の
余
り
、
ハ
ッ
と
顔
色
が
変
わ
る
と
す
る
仁
斎
や
徂
徠
の
解
釈
（
皇
侃

の
引
く
一
説
や
程
伊
川
に
こ
う
し
た
解
釈
が
見
え
る
）
と
も
異
な
っ
て
い

る
。「
変
二
易
顔
色
一
、
好
レ
賢
之
誠
、
形
二
於
外
一
也
」（『
論
語
徴
』）。
た
だ
し
朖

の
理
解
に
は
、『
漢
書
』
李
尋
伝
の
一
句
「
聖
人
承
天
、
賢
賢
易
色
」
に

与
え
た
顔
師
古
の
注
「
賢
賢
、
尊
二
上
賢
人
一
、
易
色
、
軽
二
略
於
色
一
、
不
レ
貴
レ
之

也
」
か
ら
示
唆
を
得
た
可
能
性
が
あ
る
（
顔
師
古
の
注
は
、
春
台
『
論
語

古
訓
外
伝
』
や
宇
野
明
霞
『
論
語
考
』
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
）。

加
え
て
「
此
二
ツ
ハ
必
互
ニ
相
反
ス
ル
モ
ノ
也
」
と
い
う
発
想
に
お
い
て
、

朱
熹
と
共
通
し
た
面
を
も
っ
て
い
る
。
好
色
の
心
を
前
提
と
し
て
認
め
た

上
で
、
美
人
を
大
切
に
す
る
の
と
同
様
に
賢
者
を
尊
重
せ
よ
と
解
釈
す
る

議
論
（
孔
安
国
・
謝
上
蔡
）
に
つ
い
て
、「
徳
」
と
「
色
」
と
は
両
立
し

な
い
と
し
て
朱
熹
は
斥
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（『
論
語
或
問
』）。

（
２
）
儒
教
の
古
典
に
も
「
好
二
財
貨
一
、
私
二
妻
子
一
、
不
レ
顧
二
父
母
之
養
一
」（『
孟
子
』

離
婁
下
篇
）「
妻
子
具
而
孝
衰
二
於
親
一
」（『
荀
子
』
性
悪
篇
）
と
い
っ
た
文

言
が
見
え
る
が
、
朖
が
ふ
ま
え
る
の
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
訓
戒
が
事

ご
と
し
く
説
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
（
と
識
者
の
眼
に
映
っ
た
）
社
会
の
リ

ア
ル
な
姿
で
あ
ろ
う
。「
夫
婦
は
淫
欲
を
本
と
し
て
合
ふ
物
な
れ
ば
、
睦

じ
き
は
し
れ
た
る
理
な
り
、
…
…
孝
行
は
妻
子
よ
り
怠
る
物
な
れ
ば
油
断

す
べ
か
ら
ず
」（『
百
姓
分
量
記
』
巻
二
、
享
保
十
一
・
一
七
二
六
年
刊
）

（
３
）「
致
其
身
」
を
、
朖
は
「
其
身
ヲ
サ
シ
出
シ
」
と
解
く
が
、
こ
れ
は
徂

徠
に
反
し
て
朱
熹
に
戻
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
朱
熹
は
、
こ
れ
を
主
君
に

自
分
の
身
を
委
ね
つ
く
す
こ
と
だ
と
理
解
し
た
。「
致
、
猶
レ
委
也
、
委
二
致

其
身
一
、
謂
レ
不
レ
有
二
其
身
一
也
」（『
論
語
集
註
』）。
仁
斎
も
、
朱
熹
に
依
っ
て
い

る
。
徂
徠
は
こ
れ
を
厳
し
く
批
判
し
て
、「
職
」
に
対
し
て
身
を
も
っ
て

習
熟
し
、
結
果
に
責
任
を
負
う
こ
と
と
し
て
「
致
其
身
」
を
捉
え
、
主
君

に
身
を
委
ね
る
よ
う
な
臣
下
の
在
り
方
は
「
妾
婦
之
道
」
だ
と
決
め
つ
け

た
。
徂
徠
に
よ
れ
ば
、
君
も
臣
も
「
妾
婦
之
道
」
を
「
忠
」
と
誤
解
し
て

い
る
か
ら
、
い
た
ず
ら
に
身
命
を
差
し
出
す
こ
と
を
「
忠
」
の
極
致
の
よ

う
に
思
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
激
情
に
駆
ら
れ
た
匹
夫
の
無
分
別
に
等
し

い
も
の
に
す
ぎ
な
い
。「
能
致
二
其
身
一
、
謂
レ
致
二
其
身
其
職
一
也
、
…
…
君
子
之

事
レ
君
、
必
納
二
身
其
職
一
而
後
為
レ
忠
、
…
…
朱
子
不
レ
知
レ
之
、
…
…
乃
謂
委
二
身
其

君
一
而
不
三
以
為
二
己
有
一
、
是
妾
婦
之
道
也
、
果
其
言
之
是
乎
、
…
…
世
衰
而
道

不
レ
明
、
君
以
レ
是
為
レ
忠
、
臣
以
レ
是
為
レ
忠
、
以
陥
二
於
妾
婦
之
節
一
、
豈
不
レ
陋
乎
、

後
世
君
子
、
多
以
三
身
死
二
其
難
一
、
為
二
臣
子
第
一
義
一
、
故
有
二
是
説
一
、
然
是
匹
夫

慷
慨
所
レ
能
、
豈
難
事
哉
」（『
論
語
徴
』）。
君
臣
義
合
説
に
立
つ
春
台
も
徂

徠
に
共
感
し
て
い
る
が
、
南
冥
は
「
委
」
を
採
っ
て
い
る
。
徂
徠
の
大
胆

な
批
判
は
、
当
然
な
が
ら
朱
子
学
の
側
か
ら
の
強
い
反
批
判
を
招
い
た
わ

け
で
、
例
え
ば
五
井
蘭
洲
は
、
仮
り
に
「
道
」
に
合
わ
な
い
時
に
は
君
主

の
も
と
を
去
る
の
が
君
臣
の
義
だ
と
し
て
も
、
一
た
び
君
臣
と
し
て
の
交

わ
り
を
も
て
ば
、
そ
の
限
り
で
は
自
分
の
身
命
を
な
げ
う
っ
て
君
主
に
仕

え
る
の
が
当
然
だ
と
論
じ
た
上
で
、
徂
徠
が
朱
熹
の
「
委
身
」
を
一
方
的

な
阿
順
と
し
か
理
解
で
き
な
い
こ
と
を
笑
い
、
徂
徠
の
よ
う
な
暖
衣
飽
食

の
「
文
士
」
に
は
、
徂
徠
の
蔑
む
匹
夫
の
所
行
さ
え
望
む
べ
く
も
な
い
と

論
難
し
て
い
る
。「
一
行
二
君
臣
之
義
一
、
則
不
三
敢
有
二
其
身
一
、
故
諫
而
死
者
有
レ

之
、
戦
而
死
者
有
レ
之
、
奉
使
而
死
者
有
レ
之
、
即
以
為
二
妾
婦
之
道
一
、
則
是
予

懐
二
二
心
一
者
、
丈
夫
之
事
也
可
乎
、
…
…
彼
又
曰
、
以
レ
身
死
二
其
難
一
、
是
匹
夫

慷
慨
所
レ
能
、
豈
難
事
哉
、
嗚
乎
、
自
レ
古
不
レ
読
レ
書
者
、
或
能
舎
レ
生
取
レ
義
、
而
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文
士
肉
食
者
、
抱
頭
鼠
竄
、
寔
繁
有
徒
、
吾
恐
平
時
易
レ
之
者
、
或
在
レ
所
レ
難

也
」（『
非
物
篇
』）。
南
冥
や
朖
の
解
釈
に
も
、
こ
う
し
た
反
批
判
が
影
響

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
朖
よ
り
十
歳
年
長
の
本
願
寺
派
の
学
僧
・

履
善
（
一
七
五
四
―
一
八
一
九
）
が
、「
朱
子
致
ハ
猶
レ
委
也
ト
註
シ
テ
、

身
ヲ
君
父
ニ
マ
カ
セ
ル
義
ト
ス
、
コ
レ
妻
妾
ノ
道
也
、
忠
臣
ノ
道
ニ
非
ス
」

と
し
て
徂
徠
を
踏
襲
し
て
い
る
（『
論
語
訳
説
』）。

（
４
）
未
詳

（
５
）「
今
也
為
レ
臣
、
諫
則
不
レ
行
、
言
則
不
レ
聴
、
膏
沢
不
レ
下
二
於
民
一
、
有
レ
故
而
去
」

（『
孟
子
』
離
婁
下
篇
）

（
６
）『
春
秋
左
氏
伝
』
襄
公
廿
六
年

（
７
）「
子
以
レ
四
教
、
文
行
忠
信
」（『
論
語
』
述
而
篇
）「
徳
行
顔
淵
閔
子
騫

冉
伯
牛
仲
弓
、
言
語
宰
我
子
貢
、
政
事
冉
有
子
路
、
文
学
子
游
子
夏
」

（『
論
語
』
先
進
篇
）

（
８
）「
文
学
ニ
長
ジ
タ
ル
」
子
夏
に
し
て
、
こ
の
章
の
伝
え
る
よ
う
な
言
葉

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
の
は
仁
斎
や
朖
で
あ
る
が
、
そ
う
い

う
着
眼
は
、
朱
熹
『
論
語
集
註
』
の
引
く
游
定
夫
に
拠
っ
て
い
る
。「
游

氏
曰
、
三
代
之
学
、
皆
所
三
以
明
二
人
倫
一
也
、
能
二
是
四
者
一
、
則
於
二
人
倫
一
厚
矣
、

学
之
為
レ
道
、
何
以
加
レ
此
、
子
夏
以
二
文
学
一
名
而
其
言
如
レ
此
、
則
古
人
之
所
レ
謂
レ

学
者
、
可
レ
知
矣
」。
た
だ
、
こ
れ
を
引
い
た
朱
熹
の
視
点
は
複
眼
的
で
あ

り
、『
論
語
集
註
』
は
す
ぐ
続
け
て
、
子
夏
の
言
い
廻
し
の
中
に
「
廃
学
」

の
方
向
を
招
き
か
ね
な
い
危
う
さ
を
指
摘
す
る
呉

の
言
葉
を
配
し
て
い

る
。「
呉
氏
曰
、
子
夏
之
言
、
其
意
善
矣
、
然
詞
気
之
間
、
抑
揚
大
過
、

其
流
之
弊
、
将
三
或
至
二
於
廃
一レ
学
、
必
若
二
上
章
夫
子
之
言
一
、
然
後
為
レ
無
レ
弊
」。

前
の
章
の
孔
子
の
「
…
…
行
有
余
力
、
則
以
学
文
」
に
は
及
ば
な
い
と
い

う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
仁
斎
も
朖
も
、
呉

の
指
摘
に
は
注
意
が
向
か

わ
ず
、
游
定
夫
の
評
価
に
全
面
的
に
共
感
し
て
い
る
。
游
定
夫
に
寄
せ
て

仁
斎
は
、
子
夏
は
孔
子
に
「
親
炙
」
す
る
こ
と
が
特
に
篤
か
っ
た
か
ら

「
聖
人
之
意
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
述
べ
て
い
る
（『
論
語
古

義
』）。

八．子
曰
、
君
子

此
君
子
ハ
身
柄
ヲ
以
テ
言
ヘ
リ

不レ
ハレ

重カ
ラ則

不
レ
威
、

重
ノ

字
ノ
義
、
古
来
イ
マ
ダ
説
エ
ズ
、
重
シ
ト
ハ
、
大
磐
石
ノ
如
ク
、
心
ノ

妄
ニ
動
ゼ
ザ
ル
ナ
リ
、
韓
非
子
ニ
云
、
人
君
軽
疾
ニ
f
動
キ
ヤ
ス
ク
、
前

後
ヲ
ハ
カ
ラ
ザ
ル
者
ハ
亡
ボ
ス
ベ
シ
ト
云
リ
（
１
）

、
是
重
カ
ラ
ザ
ル
君
子
ノ
g

也
、
疾
ハ
気
バ
ヤ
ナ
ル
g
也
、
不
レ

'ハ
カ
ラレ

前
―

後
ヲ

ト
ハ
、
跡
先
ヲ
考
ヘ
ズ
、
案

ノ
ナ
キ
事
也
軽
h
シ
ク
怒
リ
、
軽
h
シ
ク
喜
ビ
、
軽
h
シ
ク
讒
ヲ
信
シ
、

軽
h
シ
ク
新
規
ノ
詞
ヲ
用
ヒ
テ
、
心
モ
行

ヒ
モ
物
ニ
移
リ
易
キ
ヲ
不
レ
重
ト
イ

フ
、
サ
ル
人
ヲ
バ
下
サ
マ
ノ
者
侮
リ
嘲
リ
テ
畏
ザ
ル
モ
ノ
也
、
礼
記
ニ
、

君
子

ハ
安
hト

f而
能
遷
ト
ア
リ
（
２
）

、
安
h
ハ
コ
ゝ
ノ
重
キ
ト
同
シ
（
３
）

学フ
寸
ハ則

不
レ
固ナ

ラ、

固
ハ
、
固
陋
ト
ツ
ゝ
キ
テ
、
片
田
舎
山
里
ノ
人
ノ
如
ク
、
フ
ツ
ゝ
カ
ニ
文

盲
ナ
ル
g
、
又
カ
タ
ク
ナ
ニ
シ
テ
入
ワ
タ
ラ
ザ
ル
g
也
、
イ
ヤ
シ
ト
ヨ
ム

○
或
人
云
、
学
問
ノ
益
至
テ
広
大
ナ
リ
、
何
ゾ
タ
ゞ
不
レ
固
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
ヤ
、

答
云
、
一
言
一
句
一
時
ニ
必
言
尽
サ
ン
ト
ス
ル
g
ハ
、
口
先
ニ
サ
ヘ
ヅ
ル

事
ノ
ミ
ヲ
心
ガ
ク
ル
者
ノ
事
ナ
リ
、
此
書
ノ
趣
ス
ベ
テ
サ
ハ
見
エ
ズ
、
此

章
ノ
中
ニ
テ
モ
、
不
レ
重
ヲ
戒
メ
タ
ル
ニ
ハ
、
然
ラ
バ
掟
ノ
コ
ハ
キ
ヲ
ヨ
シ
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ト
ス
ル
カ
ト
云
疑
ヒ
ア
ル
ベ
キ
ナ
リ
（
４
）

主ト
シ二

忠
信

ヲ一
、

忠
信
ノ
説
、
前
ニ
見
ハ
ス
、
左
伝
ニ
、
忠

ハ
徳
之
正
也
、
信

ハ
徳
之
固
也
ト
ア

リ（
５
）、

主
ト
ス
ト
ハ
、
旅
客
ガ
人
ノ
家
ニ
宿
リ
テ
、
其
主
ヲ
頼
ミ
ニ
シ
據
ド

コ
ロ
ニ
ス
ル
如
キ
意
ニ
テ
、
前
章
ノ
、
曽
子
忠
信
ヲ
據
ド
コ
ロ
ニ
f
、
日

h
其
身
ヲ
三
省
ス
ル
如
キ
ヲ
云
ナ
リ
（
６
）

無
レレ

友ト
ス
ル

g

二
不
レ
如
レ
己
者
一 ヲ
、

或
人
云
、
此
詞
ヲ
人
皆
用
ヒ
テ
、
己
ニ
マ
サ
レ
ル
者
ヲ
友
ト
セ
ン
ト
セ
バ
、

彼
人
又
此
戒
ヲ
守
リ
テ
我
ニ
交
ラ
ジ
、
如
何
、
答
云
、
友
ト
ス
ト
ハ
、
唯

交
ル
g
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
、
朋
友
ノ
友
、
孝
友
ノ
友
、
皆
各
別
ニ
親
ク
ス
ル
g

也
、
其
上
此
教
ハ
、
志
ノ
上
ノ
僉
議
ニ
テ
コ
ソ
ア
レ
、
前
章
ニ
云
ク
、
汎

愛
レ
衆
而
親
レ
仁（

７
）

、
下
論
ニ
云
ク
、

尊
レ
賢
而
容
レ
衆
ト
イ
ヘ
リ

（
８
）

、
親

ミレ
仁
尊

ムレ
賢
ハ
、

賢マ
サ

レ
ル
友
ヲ
求
ル
也
、
愛

シレ
衆

ヲ
容
レ
衆

ヲ
ト
イ
ヘ
バ
、
不

ルレ
如
レ
己
者
ナ
リ
ト
テ
、
彼

ナ
タ
ヨ
リ
慕
ヒ
来
ル
者
ヲ
、
拒
ン
デ
交
ラ
ザ
ル
様
ア
ル
ベ
シ
ヤ
ハ
、
此

ノ
教

ハ
タ
ゞ
、
賢
友
ヲ
楽
ム
益
者
ノ
志
ヲ
慕
ヒ
テ
、
驕
傲
ヲ
好
ム
損
者
ノ
心
ヲ

学
ハ
サ
レ
ト
ナ
リ
（
９
）

過テ
ハ

心
得
タ
ガ
ヒ
、
シ
ソ
コ
ナ
ヒ
ヲ
ス
ル
也

則
勿
レ
憚ル

g
大
儀
ガ
ル
ナ
リ

レ
改ル

g
ヲ

止ヤ
ム

ル
也
シ
易カ
ヘ

ル
ナ
リ
○
此
ニ
句
ハ
、
人
情
ノ
常
ニ
有
ト
コ
ロ
ノ
失
ヲ
戒
メ

タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
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鈴木朖『論語参解』私注（一）

（
１
）「
変
褊
而
心
急
、
軽
疾
而
易
動
発
、
心
悁
忿
而
不
レ

'
二
前
後
一
者
、
可
レ
亡
」

（『
韓
非
子
』
亡
徴
篇
）

（
２
）
曲
礼
上
篇

（
３
）「
君
子
不
重
則
不
威
」
を
、
民
に
臨
も
う
と
す
る
君
子
（
為
政
者
）
の

あ
る
べ
き
姿
を
一
般
化
し
て
論
じ
た
も
の
だ
と
す
る
朖
の
理
解
は
、
仁
斎

を
継
い
で
い
る
。「
重
、
厚
重
、
威
、
威
厳
、
言
君
子
二
不
厚
重
一
、
則
無
二
威

厳
一
而
民
不
レ
敬
、
孔
孟
之
言
、
類
為
二
当
時
賢
士
大
夫
一
而
発
、
故
其
称
二
君
子
一
、

多
就
二
在
レ
位
之
人
一
而
言
」（『
論
語
古
義
』）。
君
子
を
為
政
者
と
す
る
点
で
は

同
じ
で
あ
っ
て
も
、
徂
徠
は
、
為
政
者
は
国
の
重
大
事
に
つ
い
て
は
威
厳

を
も
っ
て
臨
む
が
、
普
段
は
和
ら
ぎ
楽
し
そ
う
に
し
て
い
る
も
の
だ
と
解

釈
し
た
。
徂
徠
に
よ
れ
ば
、
威
圧
的
な
だ
け
の
君
臣
・
師
弟
の
在
り
方
は

後
世
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
。「
旧
註
、
敦
重
也
、
敦
重
者
性
也
、
豈
可
レ
強

乎
、
蓋
祀
与
レ
戎
、
国
之
大
事
、
其
它
諸
大
礼
、
重
事
也
、
…
…
不
レ
重
謂
非
二

重
事
一
也
、
君
子

悌
以
為
レ
徳
、
故
凡
非
二
重
事
一
、
不
レ
設
二
威
厳
一
、
…
…
後
世
此

義
不
レ
明
、
天
地
否
、
上
下
隔
、
而
仁
不
レ
明
、
職
此
之
由
焉
」（『
論
語
徴
』）。

し
か
し
徂
徠
の
ユ
ニ
ー
ク
な
解
釈
は
受
け
継
が
れ
ず
、
春
台
は
、
人
は
敦

重
で
な
け
れ
ば
学
問
が
堅
固
に
な
ら
な
い
と
い
う
何
晏
・
朱
熹
の
線
に
戻

り
、
南
冥
は
仁
斎
を
よ
し
と
し
た
。
朖
は
、
南
冥
の
延
長
上
に
あ
る
。

（
４
）「
学
則
不
固
」
に
つ
い
て
、
朖
の
前
に
は
大
き
く
三
つ
の
解
釈
が
提
示

さ
れ
て
い
た
。
第
一
は
、
孔
安
国
―
仁
斎
の
解
釈
で
、
学
問
を
積
め
ば
そ

れ
だ
け
人
格
が
固
陋
で
な
く
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
二
は
、「
不

重
則
…
…
」
を
か
ぶ
せ
た
何
晏
―
朱
熹
―
春
台
の
解
釈
で
、
軽
薄
な
者
は

学
問
を
し
て
も
モ
ノ
に
な
ら
な
い
と
す
る
。
第
三
は
、
学
問
を
す
る
場
合
、

一
師
の
説
に
拘
泥
し
て
は
い
け
な
い
と
す
る
徂
徠
の
解
釈
で
あ
る
。
そ
し

て
徂
徠
は
、
人
格
が
固
陋
で
な
く
な
る
と
い
う
点
に
学
問
の
意
義
を
求
め

（67）



る
の
は
、
学
問
に
対
す
る
見
方
を
浅
く
狭
く
す
る
も
の
だ
と
し
て
仁
斎
を

名
指
し
て
批
判
し
た
。「
仁
斎
先
生
謂
、
学
問
之
効
、
令
三
人
不
二
固
陋
一
、
是

其
視
レ
学
太
浅
矣
、
大
非
二
孔
子
之
意
一
也
」（『
論
語
徴
』）。
朖
は
、
仁
斎
の
理

解
に
共
感
し
て
い
た
は
ず
で
、「
或
人
云
、
学
問
ノ
益
至
テ
広
大
ナ
リ
…

…
」
は
、
徂
徠
の
仁
斎
批
判
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
そ
れ
に
対
す
る
「
答
云
…
…
」
は
、
朖
か
ら
の
徂
徠
へ
の
反
論
と
い

う
意
味
を
も
つ
。

（
５
）『
春
秋
左
氏
伝
』
文
公
元
年

（
６
）
本
篇
第
四
章

（
７
）
本
篇
第
六
章

（
８
）『
論
語
』
子
張
篇

（
９
）「
孔
子
曰
、
益
者
三
楽
、
損
者
三
楽
、
楽
レ
節
二
礼
楽
一
、
楽
レ
道
二
人
之
善
一
、
楽
レ

多
二
賢
友
一
、
益
矣
、
楽
二
驕
楽
一
、
楽
二
佚
遊
一
、
楽
二
宴
楽
一
、
損
矣
」（『
論
語
』
季
氏

篇
）
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